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本
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
不
足
に
よ

り
、
市
役
所
の
本
庁
機
能
は
現
在
、

左
図
の
と
お
り
大
手
通
り
周
辺
な

ど
七
カ
所
に
分
散
し
、
利
用
す
る

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
分
か
り
に
く

い
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
な
ど
に

よ
り
職
員
数
や
業
務
量
が
増
加
し
、

幸
町
の
本
庁
舎
だ
け
で
は
収
ま
ら

な
く
な
っ
た
た
め
で
す
。
現
在
、

本
庁
組
織
（
課
）
の
三
分
の
一
以

上
が
本
庁
舎
以
外
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
計
画
的
な
職
員
削
減
を

見
越
し
て
も
、
国
・
県
か
ら
の
一

層
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
政
策
立

案
な
ど
の
業
務
が
増
え
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
分
散
状
態
は
解
消
で
き

そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
市
役
所
の
立
地
は
、
車

を
使
う
人
の
利
便
性
を
優
先
し
て

い
ま
す
。
半
面
、
バ
ス
や
電
車
な

ど
公
共
交
通
の
結
節
点
で
あ
る
中

心
市
街
地
か
ら
は
距
離
が
あ
り
、

車
を
使
え
な
い
お
年
寄
り
や
障
害

の
あ
る
人
に
と
っ
て
は
不
便
で
す
。

車
を
利
用
す
る
大
多
数
の
人
々

に
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
な
視
点
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
少
数
の
交
通
弱

者
に
十
分
に
配
慮
し
た
市
役
所
機

能
の
再
配
置
は
重
要
な
課
題
で
す
。

幸
町
に
あ
る
本
庁
舎
は
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
耐
震
性
に
不
安
を

抱
え
て
い
ま
す
。
新
耐
震
基
準
施

行
以
前
の
昭
和
五
十
二
年
度
に
建

設
さ
れ
、
一
昨
年
の
中
越
大
震
災

で
は
、
耐
震
性
へ
の
不
安
が
現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
柳
原
分
庁
舎
（
中
央
公

民
館
や
科
学
博
物
館
な
ど
）
の
老

朽
化
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
検
討

委
員
会
で
は
現
在
、
次
の
コ
ン

セ
プ
ト
の
下
、
市
役
所
の
再
配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

１
だ
れ
に
で
も
利
用
し
や
す
い

２
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

３
空
き
ビ
ル
や
補
助
事
業
の
活
用
、

土
地
売
却
な
ど
で
の
倹
約

◇

◇

問
行
政
管
理
課

39
・
２
２
０
８

現
状
の
抱
え
る

問問問問
題題題題
点点点点
と
課課課課
題題題題

な
ぜ
必
要
？
市
役
所
機
能
の
再
配
置
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分
散
配
置
や
交
通
弱
者
の
利
便
性
な
ど
に
問
題
を
抱
え
る
現
在

の
市
役
所
。
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
市
役
所
を
目
指
し
、
各

界
各
層
の
市
民
の
代
表
や
有
識
者
な
ど
十
五
人
か
ら
成
る
行
政

機
能
再
配
置
検
討
市
民
委
員
会
で
は
、
移
転
を
含
め
た
市
役
所

機
能
の
具
体
的
な
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
ぜ
今
、
市
役
所
機
能
の
再
配
置
な
の
か
。
今
回
は
、
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
掘
り
下
げ
ま
す
。

長
岡
市
訪
問
団
が
ド
イ
ツ
・

ト
リ
ア
ー
市
を
訪
問

～
姉
妹
都
市
交
流
の
合
意
～

長
岡
市
と
ド
イ
ツ
・
ト
リ
ア
ー

市
は
今
年
四
月
に
姉
妹
都
市
に

な
り
ま
し
た
。
六
月
二
日
、
今

度
は
ト
リ
ア
ー
市
の
議
場
で
両

市
の
交
流
を
誓
い
合
う
姉
妹
都

市
締
結
調
印
式
が
あ
り
ま
し
た
。

ト
リ
ア
ー
市
の
議
員
を
前
に
、

森
市
長
は
「
戦
禍
を
体
験
し
た

両
市
が
友
好
関
係
を
深
め
る
こ

と
は
、
世
界
の
平
和
に
と
っ
て

大
き
な
意
味
を
持
ち
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

両
市
の
交
流
が
末
永
く
続
く

こ
と
を
願
っ
て
、
現
地
の
姉
妹

都
市
庭
園
で
長
岡
市
の
木
、
ケ

ヤ
キ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
本
庁
機
能
が
七
カ
所
に
分
散

②
交
通
弱
者
に
と
っ
て
不
便

③
耐
震
性
へ
の
不
安

▲宣言書に調印する森市長
とシュレアー市長

▲両市の市長と大地議長に
よるケヤキの記念植樹

長
岡
の
顔

シ
ン
ボ
ル

、
ま
ち
な
か
（
中
心

市
街
地
）
の
再
生
に
向
け
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
六
月
十
三
日
、
厚
生

会
館
に
約
三
百
人
の
参
加
者
を
集

め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国
会
で
も
中
心
市
街
地
の
再
生

を
め
ざ
す
「
改
正
ま
ち
づ
く
り
三

法
」
が
成
立
。
人
口
減
少
や
超
高

齢
化
社
会
へ
の
対
応
が
狙
い
で
す
。

フ
ロ
ア
に
は
長
岡
造
形
大
学
生

が
作
っ
た
街
区
空
間
の
整
備
模
型

が
据
え
ら
れ
、
主
催
し
た
「
ま
ち

な
か
・
考
房
」
に
集
う
若
手
研
究

者
や
学
生
、
商
店
主
な
ど
が
登
壇
。

活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

■
「
ま
ち
な
か
」
は
だ
れ
も
が
集

え
る
都
市
の
中
心

長
岡
駅
前
の
中
心
市
街
地
「
ま

ち
な
か
」
は
、
繁
華
街
で
あ
り
ビ

ジ
ネ
ス
街
で
あ
り
、
ま
た
、
公
共

交
通
の
結
節
点
と
し
て
、
都
市
の

様
々
な
機
能
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
公
共
施
設
の
郊

外
立
地
や
大
規
模
店
舗
の
閉
店
に

よ
り
空
洞
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

合
併
で
広
域
化
し
た
長
岡
市
に

と
っ
て
、
こ
の
「
ま
ち
な
か
」
は
、

だ
れ
も
が
集
え
る
「
都
市
の
中
心
」

と
し
て
、
今
そ
の
重
要
性
が
再
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
が
楽
し
い

そ
ん
な
雰
囲
気
が
大
切

長
岡
技
術
科
学
大
学
の
大
学
院

で
都
市
計
画
を
専
攻
す
る
岩
本
陽

介
さ
ん
は
、
熊
本
市
の
例
を
挙
げ

「
目
的
も
な
く
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い

て
も
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
雰
囲
気

が
大
切
」
と
提
言
。
長
岡
造
形
大

学
の
都
市
建
築
グ
ル
ー
プ
は
、
大

手
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
上
に
雁が

ん

木ぎ

を
整
備
し
て
施
設
を
つ
な
ぐ
「
回

遊
式
市
庁
舎
」
を
提
案
。
参
加
者

の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

■
ま
ち
な
か
の
再
生
に
向
け

市
民
の
思
い
と
期
待
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
「
交
通
弱
者
に
や
さ
し
く
若
者

の
集
う
ま
ち
な
か
に
」「
に
ぎ
わ
い

を
民
間
が
演
出
す
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
を
」「
人
、
モ
ノ
、
お
金
、

情
報
が
集
ま
る
場
と
し
て
の
再
生

を
」
な
ど
、
多
様
な
提
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
席
か
ら
発
言
し
た
森
市

長
は
「
ま
ち
な
か
再
生
は
、
長
岡

市
民
全
体
の
利
益
を
考
え
た
重
要

な
取
り
組
み
で
す
。
そ
の
結
果
は
、

商
店
街
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
も

の
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
大
勢
の

市
民
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
姿
か

ら
は
、
ま
ち
な
か
再
生
へ
の
思
い

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
大
き
な
期

待
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。

◇

◇

ま
ち
な
か
の
再
生
に
つ
い
て
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
ま
ち
な
か
活
性
課

39
・
２
８

０
７

長
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
総
合
計
画
。
市
で
は
現
在
、

今
年
度
か
ら
十
年
間
の
新
た
な
計

画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

六
月
九
日
、
第
四
回
総
合
計
画

策
定
委
員
会
が
開
か
れ
、
重
点
的

か
つ
戦
略
的
に
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
方
針
「
ま
ち
づ
く
り

戦
略
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。
案
と
し
て
示
さ
れ
た
「
人

づ
く
り
」「
地
域
価
値
」「
拠
点
性
」

な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
対
し
、
委

員
か
ら
は
「
長
岡
な
ら
で
は
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
」「
抽
象
的
な
表
現
で

は
な
く
、
長
岡
市
と
し
て
推
す
と

こ
ろ
を
具
体
的
に
示
し
た
方
が
良

い
」「
市
民
の
知
恵
、
知
識
が
必
要

と
喚
起
す
る
も
の
に
」「
道
州
制
も

踏
ま
え
た
広
域
的
な
将
来
像
を
」

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
五
つ
の
部
会
で
検

討
さ
れ
た
施
策
大
綱
（
左
表
）
と
、

土
地
利
用
に
つ
い
て
土
地
利
用
部

会
で
の
検
討
内
容
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、
九
月
こ
ろ
ま
で
に
ま

ち
づ
く
り
戦
略
を
含
め
た
総
合
計

画
の
素
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

問
企
画
課

39
・
２
２
０
４
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い
よ
い
よ
動
き
始
め
た

「
ま
ち
な
か
再
生
」

中
心
市
街
地
構
造
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

まちづくりの戦略を
めぐり
策定委員会で議論！

総合計画策定に向け検討進む

各部会で提案された分野別施策大綱

分 野 施 策 大 綱

教育・文化 人材と文化をはぐくむ人間性豊かなまちの実現

福祉・健康 生涯健やかで、いきいきと暮らせるまちの実現

生活・都市基盤 都市の活力と魅力にあふれ、安全・安心で住み
よいまちの実現

環 境 環境にやさしく、豊かな自然と調和するまちの
実現

産 業 地域経済が元気で、働きやすいまちの実現

▲まちなか（中心市街地）の
再生に向け活発な議論が



水
害
時
に
は
、
正
し
い
情
報
の

伝
達
と
迅
速
な
行
動
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
の
訓
練
で
は
、

町
内
会
の
組
織
を
生
か
し
た
伝
達

と
、
緊
急
告
知
用
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を

使
っ
た
伝
達
に
つ
い
て
そ
の
効
果

を
確
認
し
ま
し
た
。

「
人
か
ら
人
へ
」
確
実
な
伝
達

「
人
か
ら
人
へ
」
の
伝
達
は
、

連
合
町
内
会
長
が
、
避
難
勧
告
の

発
令
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら

れ
た
連
絡
網
を
使
っ
て
、
町
内
会

長
、
班
長
な
ど
に
伝
達
し
、
班
長

が
一
軒
一
軒
に
避
難
を
呼
び
掛
け

る
と
い
う
も
の
で
す
。

中
之
島
地
域
で
は
、
日
中
で
も

確
実
に
連
絡
が
伝
わ
る
よ
う
に
各

町
内
会
の
実
情
に
合
わ
せ
た
連
絡

体
制
が
あ
り
ま
す
。
訓
練
で
班
長

か
ら
避
難
勧
告
の
発
令
を
伝
え
ら

れ
た
住
民
は
、「
直
接
、
連
絡
を
も

ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
災
害

の
時
も
こ
う
し
て
も
ら
え
る
と
安

心
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
の
情
報
伝
達

緊
急
告
知
用
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
は
、

市
が
岡
山
県
倉
敷
市
と
と
も
に
全

国
で
初
め
て
試
験
的
に
導
入
し
た

新
し
い
情
報
伝
達
手
段
で
す
。

こ
れ
は
、
避
難
準
備
情
報
や
避

難
勧
告
な
ど
の
災
害
情
報
を
住
民

に
知
ら
せ
る
場
合
に
、
市
が
、
Ｆ

Ｍ
な
が
お
か
（
76
・
４
メ
ガ
ヘ
ル

ツ
）
の
通
常
の
放
送
に
割
り
込
み
、

直
接
、
緊
急
放
送
に
よ
っ
て
災
害

情
報
を
発
信
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
ラ
ジ
オ
は
、
電
源
を
切

っ
て
い
て
も
、
自
動
的
に
ス
イ
ッ

チ
が
入
り
、
大
音
量
で
緊
急
放
送

が
流
れ
る
仕
組
み
で
す
（
市
販
の

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
も
、
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
て
周
波
数
を
合
わ
せ
る
と
緊

急
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

中
之
島
地
域
に
は
こ
の
ラ
ジ
オ

を
百
三
十
七
台
を
配
備
。
今
回
の

試
験
放
送
の
結
果
、
地
域
に
よ
り

自
動
的
に
起
動
し
な
い
場
合
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
試
験
放
送
を

行
い
、
電
波
の
受
信
状
況
や
起
動

状
況
を
確
認
し
、
来
年
度
の
実
用

化
を
目
指
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
防
災
課

39
・
２
２

６
２
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～水害の犠牲者を追悼して～

●水害犠牲者追悼の献花台を設置

７・13水害で犠牲となられた方へ追

悼の意を表すために献花台を設置しま

す。お花は各自で持参してください。

期間＝７月12日正午～17日終日

場所＝中之島支所正面駐車場

●黙とうを行います

７月13日正午から１分間、市役所

本庁、支所、市の各施設で、黙とうを

行います。ご協力をお願いいたします。

また、正午から15秒間、中之島地域の

サイレンが鳴ります。

問復興推進室39・2261または

中之島支所地域振興課61・2010

７
・
13
水
害
の
被
災
体
験
を
バ
ネ
に
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
之
島
地

域
で
六
月
十
八
日
、
水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

訓
練
で
は
水
害
で
得
た
教
訓
か
ら
、
情
報
伝
達
に
重
点
を
置
き
「
人
か
ら
人
へ
」
の
伝
達
と
、

新
た
に
導
入
し
た
緊
急
告
知
用
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
し
た
。

水
害
に
備
え
、
中
之
島
地
域
で
防
災
訓
練

災
害
時
の
情
報
伝
達
な
ど
を
検
証

人と人との助け合い
中之島地域では、「自分たちの地

域は自分たちで守る」を合言葉に、
人と人との助け合い（互助）によ
る防災力の強化が進みます。
訓練では、町内会の役員が各世

帯を回って災害情報を伝達しまし
た。

情報の大切さは今も昔も同じ
地元で防犯活動などに取り組んでいる「中興野

なかごう や

活き・意
気クラブ」の池田幸夫さん（写真左）は、「昔は、ほら貝
や木の板を打って増水を地区に知らせていた。情報伝達
の大切さは今も昔も変わらない」と話していました。

今
年
度
の
「
市
民
活
動
団
体
助

成
事
業
」
の
助
成
団
体
を
決
め
る

公
開
審
査
会
が
六
月
十
日
、
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
十
二
の
助

成
団
体
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら
活
動

を
始
め
る
団
体
や
活
動
が
三
年
未

満
の
団
体
を
対
象
に
し
た
「
は
じ

め
の
一
歩
」
支
援
（
助
成
額
20
万

円
以
内
）
と
、
活
動
実
績
が
三
年

以
上
の
団
体
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

を
目
的
と
し
た
「
も
っ
と
！
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
」
支
援
（
助
成
額
30
万

円
以
内
）
か
ら
成
り
ま
す
。

合
併
で
活
動
の
範
囲
も
拡
大

審
査
会
は
、
他
の
団
体
の
活
動

の
優
れ
た
点
を
学
び
、
ま
た
、
こ

れ
か
ら
活
動
を
始
め
る
団
体
の
参

考
に
な
る
よ
う
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
書
類
審
査
を
通
っ
た
十
四
団

体
が
、
事
業
の
公
益
性
や
発
展
性

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
合
併
に
よ
り
活
動
範

囲
や
対
象
が
広
が
り
、
山
古
志
地

域
と
青
葉
台
地
区
と
の
交
流
や
、

小
国
地
域
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
活

動
を
行
う
団
体
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
寺
尾
仁
さ
ん
（
新

潟
大
学
工
学
部
助
教
授
）
は
、「
事

業
も
三
年
目
と
な
り
、
活
動
の
レ

ベ
ル
が
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
こ
の
流
れ
を
大
き
く
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
講
評
を
述
べ

ま
し
た
。

問
市
民
セ
ン
タ
ー

39
・
２
７
６

３

「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い
」

が
六
月
十
五
日
に
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
第
十
回
米
百
俵

賞
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
明
治
三
年
六
月

十
五
日
、
百
俵
の
米
を
も
と
に
国

漢
学
校
の
新
校
舎
が
開
校
し
た
こ

と
を
記
念
し
て
平
成
八
年
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

森
市
長
は
、「
市
制
一
〇
〇
周
年

と
合
併
の
節
目
の
年
に
、
人
材
育

成
の
大
切
さ
を
、
改
め
て
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
学
校

を
建
て
る
な
ど
教
育
の
活
動
を
行

っ
て
い
る
長
岡
市
出
身
の
後
藤
文

雄
さ
ん
に
米
百
俵
賞
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
後
藤
さ
ん
は
、「
記
念
す

べ
き
市
制
一
〇
〇
周
年
の
年
に
、

節
目
の
第
十
回
米
百
俵
賞
と
い
う

賞
を
い
た
だ
き
光
栄
で
す
。
米
百

俵
の
精
神
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
人

に
も
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
学
校
づ
く
り
な
ど
自

分
の
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

公
開
審
査
会
で
助
成
団
体
が
決
定

自
主
的
な
市
民
活
動
を
支
援

5 市政だより 2006.7

「
市
民
の
集
い
」
を
開
催

世
界
に
広
が
る
米
百
俵
の
精
神

▲審査員や市民を前に活動をアピール

平成18年度の助成団体と内容

●「はじめの一歩」支援（８団体）
・長岡★堀口大學を語る会

（研究会と冊子の発行）

・東山油田（史跡・産業遺産）保存会
（史跡の継承）

・青葉台山古志応援団（交流広場の整備など）

・ＮＰＯ法人ＥＤＯ（長岡とガーナの交流支援）

・ＮＰＯ虹の輪交流会（食育のイベントの開催）

・長岡おやこ劇場（子どもの運営参加による公演）

・ＮＰＯ法人住民安全ネットワークジャパ
ン（防災や防犯などの安全情報の発信）

・花華プロジェクト応援団
（園芸による福祉施設と地域との交流）

●「もっと！パワーアップ」支援（４団体）
・小国町歴史ロマンを語る会

（歴史マンガ冊子の配布）

・長岡自閉症親の会（サマーキャンプの開催など）

・子どもの虐待防止ネット・にいがた
（啓発活動）

・先天性四肢障害児父母の会新潟支部
（リコーダー講習会の開催など）

森市長が北信越市長会の会長に就任

５月18日・19日、長野県千曲市で開かれた北信越市長会
総会で森市長が会長に選出されました（任期は１年）。
北信越市長会は、新潟、長野、富山、石川、福井各県の

68市で構成。各県の市長会から提出される三位一体改革や
地方都市財政の強化などの課題や国への要望事項を協議し
ます。

就任のあいさつを述べる森市長

▲後藤文雄さん（写真左）に米百俵
賞の楯を贈呈



85
億
円
の
黒
字
は

今
年
度
の
補
正
予
算
の
財
源
に

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が
一
千
三

百
三
十
六
億
一
千
百
二
十
八
万
円
、

歳
出
総
額
が
一
千
二
百
九
億
六
百

五
十
七
万
円
で
し
た
。

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
引

く
と
百
二
十
七
億
四
百
七
十
一
万

円
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
平

成
十
八
年
度
に
繰
り
越
し
た
事
業

に
充
て
る
財
源
四
十
二
億
五
十
九

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
の
収
支

は
、
八
十
五
億
四
百
十
二
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

市
税
収
入
の
伸
び
と
経
費
の
節
減

な
ど
に
よ
り
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
の
繰
越
金
の
大
部
分
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
た
め
で
す
。
黒
字
分

は
、
今
年
度
の
補
正
予
算
の
財
源

に
充
て
る
予
定
で
す
。

合
併
と
災
害
関
連
経
費
の
増
で

決
算
総
額
は
１
・
５
倍
に

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
総
額

は
、
前
年
度
決
算
と
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
約
一
・
五
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
二

度
の
合
併
に
よ
る
経
費
と
、
７
・

13
水
害
や
中
越
大
震
災
か
ら
の
復
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平成17年度
決算報告

一般会計の歳入・歳出総額は

前年比１.５倍
２度の市町村合併があった平成17年度の長岡市の決算
（見込み）がまとまりました。一般会計を中心にその
内容をお知らせします。決算の内容は、監査委員の審
査を経て、今後、市議会で認定を受けます。

お知らせします 長岡市の財政状況

歳 入 1,336億1,128万円 一 般 会 計 歳 出 1,209億657万円

用

語

の

解

説

▼
３
つ
の
会
計

一
般
会
計
＝
市
が
行
う
仕
事
の

中
心
と
な
る
会
計
。
主
な
収
入

は
税
金
な
ど

特
別
会
計
＝
特
定
の
収
入
（
保

険
料
や
使
用
料
な
ど
）
で
、
そ

の
事
業
の
支
出
を
ま
か
な
う
会

計企
業
会
計
＝
そ
の
事
業
で
得
ら

れ
る
収
入
で
支
出
を
ま
か
な
う

独
立
採
算
制
の
会
計

▼
歳

入

市
税
＝
市
民
税
（
個
人
・
法
人
）、

固
定
資
産
税
な
ど

地
方
交
付
税
＝
地
方
自
治
体
の

サ
ー
ビ
ス
水
準
を
一
定
に
保
つ

た
め
の
国
か
ら
の
交
付
金

諸
収
入
＝
中
小
企
業
な
ど
へ
の

貸
付
金
の
元
利
収
入
な
ど

市
債
＝
建
設
事
業
や
災
害
復
旧

事
業
な
ど
の
財
源
と
な
る
長
期

借
入
金

国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金
＝
特

定
の
事
業
の
財
源
と
し
て
国
・

県
が
交
付
す
る
補
助
金
な
ど

分
担
金
及
び
負
担
金
＝
特
定
の

事
業
の
受
益
者
か
ら
の
徴
収
金

な
ど

▼
歳

出

民
生
費
＝
児
童
や
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
の
福
祉
の
た
め
の
経

費

旧
・
復
興
経
費
の
増
加
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳
出
の
増
加
に
対
し
て
は
、
可

能
な
限
り
国
・
県
の
補
助
制
度
を

活
用
し
た
り
、
市
債
を
発
行
し
た

り
し
て
歳
入
を
確
保
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
災
害
復
旧
・
復
興

事
業
と
と
も
に
、
新
市
の
一
体
感

の
醸
成
と
各
地
域
の
振
興
の
た
め

の
施
策
を
実
施
。
具
体
的
に
は
、

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
（
四
十
億
円
）

を
積
み
立
て
、
そ
の
運
用
益
で
地

域
活
性
化
の
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、

町
内
会
な
ど
の
団
体
に
よ
る
地
域

や
産
業
の
活
性
化
事
業
へ
助
成
し

ま
し
た
。◆

◆

合
併
や
災
害
復
旧
・
復
興
に
伴

う
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
政

だ
よ
り
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
財
政
課

39
・
２
２
０
９
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平成17年度 決算報告

特 別 会 計

会 計 名 歳 入 歳 出 差 引

国民健康保険事業 188億1,113万円 183億 912万円 5億 201万円

と 畜 場 事 業 4億2,908万円 4億2,908万円 －

下 水 道 事 業 201億5,167万円 201億1,334万円 3,833万円

ス キ ー 場 事 業 1億 905万円 1億 905万円 －

駐 車 場 事 業 8,646万円 8,093万円 553万円

老 人 保 健 事 業 215億4,178万円 215億4,178万円 －

介 護 保 険 事 業 150億1,964万円 147億6,979万円 2億4,985万円

診 療 所 事 業 6億4,217万円 6億1,475万円 2,742万円

浄 化 槽 整 備 事 業 3,266万円 2,835万円 431万円

簡 易 水 道 事 業 3億2,313万円 3億2,308万円 5万円

国保寺泊診療所事業 6,176万円 4,897万円 1,279万円

企 業 会 計

区 分 収 入 支 出 差 引

水道

事業

収益的収支 61億2,925万円 54億7,312万円 6億5,613万円

資本的収支 17億5,642万円 38億7,597万円 ▲21億1,955万円

ガス

事業

収益的収支 9億3,161万円 8億3,414万円 9,747万円

資本的収支 4億 197万円 5億7,535万円 ▲1億7,338万円

・収益的収支…経営活動で発生する利益と、それに対応する経費
・資本的収支…将来の経営活動に備えて行う建設改良費や、企業債償還金な

どの支出と、その財源となる収入

※資本的収支の不足分は、内部留保資金などで補てんしました。

復旧・復興に必要な
お金はいくら？

平成16～18年度の３年間で

1,050億円を予算措置
長岡市は、厳しい財政状況の中、重点

施策として７・13水害と中越大震災から

の復旧・復興に取り組んでいます。平成

16年度から18年度までに予算措置した災

害復旧・復興経費は、一般会計と特別会

計合わせて1,050億円です。その内訳は、

下表のとおりです。

経費の大半は国・県の補助金で手当て

市税などの持ち出しは１割程度
災害復旧・復興のための財源は、国・

県の補助制度を可能な限り活用し、国・

県支出金や市債（長期借入金）で７割以

上を占めています（下表）。

一方、一般財源（市税など）の持ち出

しは、全体の１割程度にとどまっていま

す。

災害復旧・復興のために発行した市債

は、その返済額の大半が、後年度に地方

交付税として国から交付されます。

このことから、災害復旧・復興に要す

る経費負担は、今後の長岡市の財政運営

に深刻な影響を及ぼすものではないと見

込んでいます。

水害や震災からの

復旧・復興関連経費の内訳

災
害
復
旧
費

土木施設（道路、橋りょう、
河川、公園、下水道）

374億円

農林水産施設（農地、養鯉
池、農林道など）

103億円

学校施設 38億円

その他の公共施設（山古志
支所、闘牛場、水道など）

38億円

災
害
関
連
経
費

被災者生活再建支援金 127億円

災害廃棄物処理経費 99億円

その他（住宅建築の融資な
ど）

271億円

合 計 1,050億円

1,050億円の財源内訳

国・県支出金 550億円（52.4％）

市 債 203億円（19.3％）

そ の 他 164億円（15.6％）

一般財源 133億円（12.7％）

土
木
費
＝
道
路
や
公
園
、
住
宅

な
ど
を
整
備
す
る
た
め
の
経
費

総
務
費
＝
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、

庁
舎
管
理
な
ど
の
た
め
の
経
費

公
債
費
＝
市
債
を
返
済
す
る
た

め
の
経
費

災
害
復
旧
費
＝
道
路
や
学
校
、

農
地
な
ど
を
復
旧
す
る
た
め
の

経
費

消
防
費
＝
消
防
・
救
急
活
動
や

除
雪
に
要
す
る
経
費

教
育
費
＝
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
、
社
会
教
育
な
ど
の
た

め
の
経
費

商
工
費
＝
商
工
業
や
観
光
振
興

な
ど
の
経
費



田
ん
ぼ
に
生
き
物
の

い
る
意
味

か
つ
て
は
ど
こ
の
田
ん
ぼ
や
小

川
で
も
普
通
に
見
ら
れ
た
ト
ノ
サ

マ
ガ
エ
ル
や
メ
ダ
カ
。
こ
れ
ら
が

今
、
絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
農

薬
や
化
学
肥
料
の
多
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
生
き
物
た
ち
の

住
む
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

◆

田
ん
ぼ
は
お
米
の
実
る
場
所
で

あ
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
の
す
み
か
で
も
あ
り
ま
す
。

農
薬
や
化
学
肥
料
を
お
さ
え
た
、

安
全
な
お
米
の
実
る
田
ん
ぼ
に
は
、

き
っ
と
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
い

る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ

ん
の
生
き
物
が
い
る
こ
と
は
、
そ

こ
で
と
れ
る
お
米
も
ま
た
元
気
で
、

安
全
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
す
。

◆

市
で
は
、
市
内
の
田
ん
ぼ
に
ど

ん
な
生
き
物
が
ど
れ
だ
け
い
る
か

を
調
べ
る
「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調

査
」
を
、
市
内
全
域
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
調
査
に
は
農
家
や
農
業

関
係
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た

ち
や
一
般
の
消
費
者
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

を
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
を
通
し
て

肌
で
感
じ
る
こ
と
、
生
産
者
と
消

費
者
が
お
互
い
の
「
顔
の
見
え
る
」

信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
を
目
指

し
た
、
全
国
で
も
珍
し
い
取
り
組

み
で
す
。

田
ん
ぼ
の
「
別
の
顔
」

田
ん
ぼ
は
私
た
ち
の
く
ら
し
に

密
接
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
も

持
っ
て
い
ま
す
。◆

例
え
ば
気
温
の
上
昇
を
抑
え
る

働
き
。
田
ん
ぼ
の
水
が
蒸
発
す
る

時
、
周
り
の
熱
を
奪
い
ま
す
。
夏

の
暑
い
日
に
打
ち
水
を
す
る
と
涼

し
く
な
る
の
と
同
じ
原
理
で
す
。

田
ん
ぼ
は
、
い
わ
ば
天
然
の
ク
ー

ラ
ー
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
雨
水

を
一
時
的
に
貯
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
洪
水
を
防
止
す
る
機

能
や
、
田
園
風
景
、
田
植
え
唄
や

豊
作
を
祈
る
祭
り
と
い
っ
た
固
有

の
文
化
・
伝
統
な
ど
、
人
に
や
す

ら
ぎ
を
与
え
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。

◆

「
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
」
を

通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の
田

ん
ぼ
の
持
つ
「
別
の
顔
」
に
も
ふ

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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特特集集 肌肌でで感感じじるる環環境境保保全全型型農農業業

お米も生き物も田んぼの宝物
私たちが普段口にするお米や野菜。どこで、どのように作られているのか、「食」

の安全に対する関心が高まっています。そんな中、長岡の農業は、農薬や化学肥

料を減らした、人と環境にやさしい農業に変わりつつあります。

市では、安全な米作りの現場にふれてもらい、農家と消費者の信頼関係を深める

ため、地域ぐるみによる「田んぼの生き物調査」を市内全域で実施しています。
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■特集 肌で感じる環境保全型農業

堆肥散布組合代表

長谷川 政美さん
（雁島町）

堆肥を散布した土をよく見ると、
生き物がたくさんいることに気付
きます。時間をかけて土づくりに
取り組んできた成果を実感します。
次の世代に良い田んぼを残したい
ですね。

五
月
か
ら
市
内
十
地
域

で
行
っ
て
い
る
生
き
物
調

査
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や

メ
ダ
カ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
な

ど
、
国
内
で
絶
滅
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
生
き
物
の
生

息
も
確
認
で
き
ま

し
た
。

農
家
や
関
係
者

の
地
道
な
取
り
組

み
は
、
着
実
に
そ

の
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。

長岡の田んぼは生き物の宝庫

▲５月27日、小国地域の調
査で見つかったタイコウチ

調査に協力いただいている

自然観察指導員の会

池野 宏子さん
（小曽根町）

最初は、今の田んぼに生き物な
んているのか疑問でした。未来の
農業を考え、環境を良くしていこ
うとする人たちの輪や仕組みがで
きようとしています。

堆
肥
を
利
用
し
た
土
作

り
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の

使
用
を
減
ら
す
試
み
な
ど
、

市
で
は
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
、
環
境
に
配
慮
し
た

米
作
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。市

内
の
化
学
肥
料
や
農

薬
を
減
ら
し
て
栽
培
し
た

米
（
特
別
栽
培
米
）
の
平

成
十
七
年
度
の
生
産
面
積

は
、
県
内
の
特
別
栽
培
米

全
生
産
面
積
の
う
ち
、
三

割
を
占
め
て
い
ま
す
。

自然と調和した米作り

田
ん
ぼ
の
生
き
物
が
豊
か
な
こ
と
は
、

そ
こ
で
と
れ
る
お
米
が
安
全
な
証
し

■生き物調査のホームページを開設しました
各地区の調査結果や、今後の情報などを掲載します。ぜひご覧ください。

アドレス＝http://www.city.nagaoka.niigata.jp/dpage/nousei/ikimono/index.html

「田んぼの生き物調査」隊員を大募集！
７月に行う調査は、下表の地域で調査隊員を募集します。どんな生き物がいるか一緒に調べてみませんか。参加

者には、長岡市オリジナルの「田んぼの生き物図鑑」をプレゼントします。

申し込み＝７月12日までに農政課39・2223へ

持ち物＝長靴、雨具、軍手、帽子、捕虫網、飲み物など ※参加料や雨天時の対応など、詳しくはお問い合わせください。

地域 地区 調査隊名 調査日程 定員 参加料

長岡

下川西 下川西田んぼの生き物調査隊 ７月23日 午前８時50分から 20人 100円

六日市 滝谷どろんこたんけんたい 15日 午前９時30分から 20人 100円

宮本 宮本田んぼの生き物調査隊 26日 午前９時30分から 10人 100円

中之島 中野西部 稲穂子供会 30日 午前９時から 10人 500円

小国 箕輪 箕輪生き物調査隊 23日 午前９時30分から 15人 1,000円

寺泊 戸崎 戸崎地区田んぼの生き物調査隊 30日 午前９時から 15人 100円

栃尾 菅畑 「田舎の親類村」環境保全隊 30日 午前９時から 10人 500円



日
本
で
初
め
て
震
災
時
の
避
難
所
で
生
活
を

し
た
盲
導
犬
ク
ラ
ラ
の
最
後
の
授
業
が
六
月
八

日
、
下
小
国
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ク
ラ
ラ
は
小
国
地
域
在
住
の
中
村
良
子
さ
ん

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
九
年
間
活
躍
。
中
村

さ
ん
は
本
業
の
傍
ら
、
小
学
校
の
総
合
学
習
な

ど
で
自
ら
の
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
日
は
ク
ラ
ラ
と
一
緒
に
登
山
や

旅
行
を
楽
し
ん
だ
こ
と
、
震
災
や
大
雪
を
乗
り

越
え
た
こ
と
な
ど
中
村
さ
ん
の
貴
重
な
話
に
、

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

一
定
の
年
齢
に
な
る
と
引
退
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
盲
導
犬
。
人
間
の
年
齢
で
い
う
と
約
七

十
歳
の
ク
ラ
ラ
は
こ
の
授
業
の
後
、
余
生
を
過

ご
す
新
た
な
家
庭
へ
と
向
か
い
ま
す
。
中
村
さ

ん
は
ま
も
な
く
訪
れ
る
ク
ラ
ラ
と
の
別
れ
を
惜

し
み
な
が
ら
「
今
日
の
授
業
の
こ
と
を
み
な
さ

ん
忘
れ
な
い
で
」
と
語
り
か
け
て
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進
し
て
い
る
「
と
ち
お
花
企
画
」
が
、

六
月
十
八
日
、
栃
尾
地
域
植
栽
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

約
七
十
人
の
参
加
者
は
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
苗
三
千
本
を
、
中

央
公
園
な
ど
三
カ
所
の
花
壇
に
植
え
ま
し
た
。
手
際
よ
く
進
め

ら
れ
た
作
業
の
後
は
、
ま

ち
を
花
で
彩
っ
て
も
ら
お

う
と
、
参
加
者
に
花
の
苗

が
配
ら
れ
ま
し
た
。

毎
年
参
加
し
て
い
る
家

族
連
れ
は
「
自
分
の
植
え

た
花
が
元
気
に
咲
い
て
い

る
か
、
花
壇
の
前
を
通
る

た
び
に
気
に
な
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

栃 尾

元
気
に
育
て
三
千
本

植
栽
大
会
で
花
植
え

▲秋葉トンネル手前の花壇に花を
植える参加者のみなさん。

「
海
の
寺
泊
」
の
新
た
な
観
光
名
物
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

今
年
四
月
か
ら
就
航
し
て
い
る
遊
覧
船
で
す
。
排
水
量
四
十
二

ト
ン
、
六
十
九
人
乗
り
で
、
遊
覧
船
と
し
て
は
県
内
最
大
級
の

大
き
さ
。
周
遊
ル
ー
ト
は
寺

泊
港
か
ら
越
後
七
浦
海
岸
の

沿
岸
で
、
船
上
か
ら
は
日
本

海
の
水
平
線
に
沈
む
夕
日
や
、

美
し
い
海
岸
線
を
望
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
が

良
け
れ
ば
イ
ル
カ
に
出
会
え

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

寺
泊
は
こ
れ
か
ら
、
本
格

的
な
海
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

ま
す
。

寺 泊

イ
ル
カ
に
出
会
え
る
か
も
？

寺
泊
の
海
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ▲船上から越後七浦の海岸を望む。

小

国

楽しかった思い出をありがとう

盲導犬クララ、最後の授業

良
寛
が
晩
年
を
過
ご
し
た
木
村
家
か
ら
、
良
寛
の
里
に
通
じ

る
道
が
「
は
ち
す
ば
通
り
」
で
す
。
蓮は

す

の
葉
（
は
ち
す
ば
）
の

上
の
朝
露
の
よ
う
に
、
清
ら
か
な
師
弟
愛
で
結
ば
れ
て
い
た
良

寛
と
貞て

い

心し
ん

尼に

。
二
人
が
歌
を
詠
み
交
わ
し
な
が
ら
歩
い
た
で
あ

ろ
う
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年
に
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

良
寛
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン

ト
開
催
時
に
は
、
地
域
の
人

た
ち
が
通
り
で
湯
茶
を
ふ
る

ま
う
な
ど
、
昔
と
変
わ
ら
ぬ

も
て
な
し
の
心
で
訪
れ
る
人

た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

詩
情
あ
ふ
れ
る
こ
の
通
り

は
、
和
島
地
域
の
新
名
所
で

す
。

和 島

良
寛
と
貞
心
尼
ゆ
か
り
の

は
ち
す
ば
通
り
を
歩
こ
う

▲良寛と貞心尼に思いをはせて
そぞろ歩き。

六
月
三
日
か
ら
五
日
に
か
け
て
、
好
天
と
風
に
恵
ま
れ
た
刈

谷
田
川
堤
防
上
で
大
凧
合
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
弥
彦
お
ろ
し
」
の
風
に
乗
り
、
大
凧
が
次
々
と
青
空
に
舞

い
揚
が
る
と
勝
負
開
始
。「
引
け
ー
！
」「
早
く
！
」
と
勇
ま
し
い

掛
け
声
が
飛
び
交
い
、
糸
の
切
れ
る
ま
で
行
わ
れ
る
勇
壮
な
引

き
合
い
が
詰
め
掛
け
た
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま
す
。

三
百
五
十
年
以
上
の

歴
史
を
誇
る
大
凧
合
戦

は
、
戦
争
中
も
中
止
さ

れ
な
か
っ
た
伝
統
行
事

で
す
。
災
害
に
負
け
な

い
心
意
気
を
伝
え
よ
う

と
、
凧
組
の
男
衆
の
戦

い
が
続
き
ま
し
た
。

中之島

復
興
を
願
い
勇
ま
し
く
空
中
戦

初
夏
の
風
に
大
凧
が
舞
う

▲みなぎる気合が凧を大空
に舞い上げる力に。

▲クララとふれあう子どもたちと談笑する中村さん。
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歌
手
の
小
林
幸
子
さ
ん
が
五
月
二
十
九
日
、
虫
亀
地
区
の
「
小

林
幸
子
田で

ん

」
で
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
こ
の
田
ん
ぼ
は
、
以
前

か
ら
中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
住
民
の
支
援
活
動
を
続
け
て
き

た
小
林
さ
ん
に
ち
な
み
、
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
「
小
林
幸

子
田
」
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

小
林
さ
ん
は
初
め
て
の

田
植
え
に
、
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
四
苦
八
苦
。
無
事

田
植
え
を
終
え
た
後
は

「
一
歩
一
歩
が
ん
ば
っ
て

下
さ
い
と
い
う
思
い
を
込

め
て
植
え
ま
し
た
」
と
笑

顔
で
声
援
に
応
え
て
い
ま

し
た
。

山古志

棚
田
の
ス
テ
ー
ジ
に
果
敢
に
挑
戦

幸
子
さ
ん
、
初
め
て
の
田
植
え

▲「六角」を操る小林幸子さん。
今回の衣装は作業着に長靴！

与
板
地
域
出
身
で
長
岡
市
名
誉
市
民
の
日
本

画
家
・
大
矢
紀の

り

さ
ん
が
六
月
二
十
日
、
与
板
小

学
校
を
訪
れ
、
六
年
生
を
対
象
に
絵
画
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

大
矢
さ
ん
が
選
ん
だ
画
題
は
、
与
板
河
川
緑

地
た
ち
ば
な
公
園
で
見
ご
ろ
を
迎
え
た
ハ
ナ
シ

ョ
ウ
ブ
。「
書
か
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
、
と
花
と

お
話
し
す
る
よ
う
に
書
く
。
そ
う
す
る
と
気
持

ち
が
画
用
紙
に
収
ま
る
よ
。
目
に
見
え
て
い
る

よ
り
も
大
き
く
書
く
と
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で

見
え
て
く
る
ん
だ
」
大
矢
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
、
筆
を
執
る
子
ど
も
た
ち
の
手
も
自
然
と
大

胆
に
。

そ
ん
な
活
き
活
き
し
た
姿
に
大
矢
さ
ん
も
刺

激
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と
並
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
を

開
始
。
出
来
上
が
っ
た
絵
に
子
ど
も
た
ち
は
「
す

ご
い
」「
本
物
よ
り
本
物
み
た
い
」
と
、
感
嘆
の

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
四
日
、
大
手
通
り
で
「
昭
和
の
車
展

示
会
」
が
行
わ
れ
、
百
三
十
台
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
車
も
オ
ー
ナ
ー
の
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り

に
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
き
上
げ
ら
れ
、
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

新
潟
市
か
ら
自
慢
の
愛

車
を
出
品
し
た
古
川
博
さ

ん
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
に

つ
い
て
、「
車
と
一
緒
に
い

る
と
、
私
の
青
春
時
代
が

よ
み
が
え
り
ま
す
」
と
そ

の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

長 岡

よ
み
が
え
る
青
春

昭
和
の
名
車
が
勢
ぞ
ろ
い

▲優雅な曲線を描くあこがれのボディ
ーライン。

与

板

気持ちを画用紙にのせて

大矢画伯の絵画教室

女
子
Ｖ
リ
ー
グ
「
Ｊ
Ｔ
マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
」
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
教
室
が
六
月
四
日
、
み
し
ま
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
中
越
大
震
災
の
復
興
支
援
と
、
三
年
後
の
「
ト

キ
め
き
新
潟
国
体
」
に
向
け
た
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
中
越
地
域

の
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
の

小
・
中
学
生
二
百
人
が

マ
ー
ヴ
ェ
ラ
ス
の
選
手

と
一
緒
に
練
習
。
選
手

の
力
強
い
ス
パ
イ
ク
が

決
ま
る
と
、
会
場
か
ら

は
驚
き
の
声
や
拍
手
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

越
路
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
約
二
百
人
の
お
年
寄
り
が
参
加

し
、「
幸
齢
者
教
室
」
の
開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
幸
齢
者
」

と
い
う
言
葉
に
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
が
健
康
で
い
き
い
き

と
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
室
は
午
前
中
に
講
演
、
午
後
か
ら
は
書
道
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
ク
ラ
ブ
に
分
か

れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
幕
開
け
は
参

加
者
全
員
で
歌
う
懐
か
し

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
参
加
し

た
女
性
は
「
今
日
は
久
し

ぶ
り
に
歌
っ
て
、
本
当
に

楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

三 島

め
ざ
せ
Ｖ
リ
ー
ガ
ー
！

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
を
開
催

越 路

明
る
い
歌
声
が
元
気
の
秘
け
つ

「
幸
齢
者

こ
う
れ
い
し
ゃ

教
室
」
で
大
合
唱

▲子どもたちの飲み込みの速さに、大矢さんも驚いていました。

▲子どもたちはレシーブなどを練
習し、アドバイスを受けました。

▲今年の教室は11月まで９回行
われます。
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●
夏
休
み
特
別
企
画

わ
く
わ
く
魚
ラ
ン
ド

～
君
も
魚
博
士
に
な
れ
る
～

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
水

族
館
の
裏
側
の
見
学
や
、
飼
育
生

物
へ
の
エ
サ
や
り
な
ど
が
体
験
で

き
ま
す
。

日
時
＝
７
月
27
日

、
８
月
３
日


・
10
日

・
17
日

午
前
11
時

～
正
午

対
象
＝
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

定
員
＝
親
子
10
組
20
人

程
度
（
先
着
）

申
入
館
時
に


市
制
１
０
０
周
年
記
念
展

長
岡
の
医
家
・
丸
山
家
を
め
ぐ

る
美
術
～
丸
山
元
純
か
ら
丸
山

正
三
ま
で
～

長
岡
藩
と
縁
の
深
い
医
家
・
丸

山
家
に
伝
わ
る
江
戸
時
代
か
ら
現

代
ま
で
の
美
術
作
品
約
40
点
を
一

堂
に
公
開
し
ま
す
。
館
所
蔵
品
展

も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
日
＝
７
月
１
日

～
９
月
３
日


（
月
曜
休
館
。
た
だ
し
７
月
17

日

は
開
館
し
、
翌
18
日

は
休

館
）

開
館
時
間
＝
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30

分
ま
で
）

観
覧
料
＝
一
般
２
０

０
円
、
大
学
・
高
校
生
１
５
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料


こ
ど
も
造
形
講
座

ス
テ
ン
レ
ス
金
網
に
和
紙
風
粘

土
を
張
り
付
け
て
オ
ブ
ジ
ェ
や
ラ

ン
プ
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
29
日

、
８
月
５
日


午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
計
２

回
）

会
場
＝
栃
尾
美
術
館
ア
ト

リ
エ

対
象
＝
小
・
中
学
生
（
小

学
１
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
＝
20
人（
先
着
）

講
師
＝
造

形
作
家
・
深
沢
三
枝
子
さ
ん

持

ち
物
＝
は
さ
み
、
ホ
チ
キ
ス
、
ビ

ニ
ー
ル
袋

参
加
料
＝
５
０
０
円

申
７
月
11
日

～
20
日


●
長
岡
市
成
人
式

８
・
９
月
実
施
地
域
の

お
知
ら
せ

対
象
者
は
昭
和
60
年
４
月
２
日

～
61
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
す
。

問
教
育
委
員
会
中
之
島
分
室

66

・
１
３
１
０
、
教
育
委
員
会
三
島

分
室

42
・
２
２
２
１
、
教
育
委

員
会
和
島
分
室

74
・
３
１
１
１
、

教
育
委
員
会
寺
泊
分
室

75
・
５

１
５
５
、
教
育
委
員
会
与
板
分
室


72
・
３
１
０
０
、
教
育
委
員
会

山
古
志
分
室

46
・
１
５
０
６

●
栃
尾
地
域
の
源
氏
ゆ
か
り
の

史
跡
め
ぐ
り

昨
年
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
も
取

る
上
げ
ら
れ
た
静
御
前
の
墓
な
ど
、

源
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
を
め
ぐ
り
ま

す
。

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
８
時
30

分
～
正
午

集
合
場
所
＝
栃
尾
文

化
セ
ン
タ
ー
前
（
栃
尾
体
育
館
隣
）

対
象
＝
栃
尾
地
域
以
外
に
お
住
ま

い
の
人

定
員
＝
38
人
（
先
着
）

参
加
費
＝
50
円
（
保
険
料
。
当
日

に
）

申
７
月
10
日

か
ら
栃
尾

公
民
館
（
栃
尾
文
化
セ
ン
タ
ー
１

階
）

52
・
２
０
２
０
へ

●
栃
尾
地
域
の
恒
例
行
事
「
う
ま

市
」
が
開
か
れ
ま
す

江
戸
時
代
か
ら
続
く
栃
尾
地
域

の
う
ま
市
は
、
か
つ
て
越
後
の
三

大
う
ま
市
に
数
え
ら
れ
、
秋
葉
神

社
の
例
大
祭
と
重
な
り
、
多
く
の

人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
現
在

馬
の
姿
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
露
店
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日

・
24
日


会
場
＝
谷
内
通
り

問
栃
尾
支
所

商
工
観
光
課

52
・
５
８
２
７
ま

た
は
栃
尾
観
光
協
会

51
・
１
１

９
５

●
体
験
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

期
日
と
内
容
＝
①
７
月
９
日

…

生
け
花
②
７
月
15
日

…
ち
ま
き

づ
く
り
③
７
月
18
日

…
ウ
ッ
ド

チ
ッ
プ
で
道
を
つ
く
ろ
う
④
７
月

23
日

…
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
花

の
絵
⑤
７
月
29
日

…
ガ
ラ
ス
リ

ッ
ツ
ェ
ン
⑥
８
月
５
日

…
竹
細

工
⑦
８
月
14
日

…
木
工
・
巣
箱

作
り

時
間
＝
①
②
④
⑤
⑥
…
午

前
９
時
～
正
午
、
③
⑦
…
午
前
10

時
～
正
午

定
員
＝
各
10
人
（
先

着
）

会
場
＝
み
ん
な
の
体
験
館

参
加
料
＝
①
…
５
０
０
円
、
②
④

⑤
⑥
⑦
…
８
０
０
円
、
③
…
無
料

申
各
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
電

話
で
（
水
曜
日
休
館
）
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栃
尾
美
術
館

53
・
６
３
０
０

寺
泊
水
族
博
物
館


75
・
４
９
３
６

生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０


32
・
０
５
８
７

栃
尾
支
所
商
工
観
光
課


52
・
５
８
２
７

教
育
委
員
会
栃
尾
分
室


52
・
１
１
１
７

養
楽
館


95
・
３
１
６
１

▲ウミネコの餌付けの様子（手に
持っているのはワカサギです）

山古志地域 与板地域 寺泊地域 和島地域 三島地域 中之島地域 地
域

９月３日 ８月15日 期
日

該
当
者
に
は
７
月
上
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
（
１
月
号
市
政

だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
た
期
日

と
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
）。

午
前
10
時
～

11
時
30
分

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

午
前
９
時
30
分
～

10
時
40
分

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

午
前
９
時
30
分
～

11
時

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

午
後
１
時
30
分
～

３
時

該
当
者
に
は
７
月
中
旬
に
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

午
前
９
時
30
分
～

11
時
40
分

時

間

山
古
志
会

館 与
板
地
域

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

寺
泊
文
化

セ
ン
タ
ー

和
島
保
健

セ
ン
タ
ー

み
し
ま
交

流
セ
ン
タ

ー 中
之
島
文

化
セ
ン
タ

ー
会
場

▲約100軒もの露店でにぎわいます


熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育

第
１
回
「
ふ
る
さ
と
大
好
き
！

親
子
な
が
お
か
探
訪
ツ
ア
ー
」

新
・
長
岡
市
の
名
所
や
史
跡
な

ど
を
親
子
で
訪
ね
ま
す
。
実
際
に

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
感
動
体
験

を
通
し
て
広
く
ふ
る
さ
と
を
知
り
、

長
岡
を
愛
す
る
心
を
は
ぐ
く
み
ま

す
。

日
時
＝
８
月
５
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

対
象
＝
小
・
中
学
生

定
員
＝
親
子
20
組
40
人
（
抽
選
）

集
合
＝
午
前
９
時
に
中
央
公
民
館

前

コ
ー
ス
＝
長
岡
戦
災
資
料
館

→
山
本
五
十
六
記
念
公
園
→
寺
泊

み
な
と
公
園
→
寺
泊
水
族
博
物
館

→
寺
泊
魚
の
市
場

持
ち
物
＝
昼

食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用
具

な
ど
（
活
動
し
や
す
い
服
装
で
）

参
加
料
＝
旅
行
保
険
1
人
２
５
０

円

申
７
月
20
日

（
消
印
有
効
）

ま
で
に
往
復
は
が
き
の
往
信
の
裏

に
「
親
子
な
が
お
か
探
訪
ツ
ア
ー
」、

住
所
、
親
子
の
氏
名
（
学
年
）、
電

話
番
号
を
、
返
信
は
が
き
の
表
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
７
２
柳
原

町
２
の
１
中
央
公
民
館
「
親
子
な

が
お
か
探
訪
ツ
ア
ー
」
係
へ


親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

紙
紐
細
工
に
挑
戦
！
「
か
え
る

や
ふ
く
ろ
う
の
小
物
入
れ
を
つ

く
ろ
う
」

夏
休
み
の
思
い
出
に
親
子
で
力

を
合
わ
せ
て
世
界
に
一
つ
の
も
の

づ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
８
月
８
日

・
９
日

午

前
９
時
30
分
～
正
午
（
計
２
回
）

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室

講

師
＝
紙
紐

か
み
ひ
も

細
工
同
好
会
員

定
員

＝
親
子
25
組
（
先
着
）

参
加
料

＝
親
子
で
６
０
０
円

持
ち
物
＝

は
さ
み
、
木
工
ボ
ン
ド
、
洗
濯
ば

さ
み
１
人
５
個
、
鉛
筆
、
定
規

（
20
～
30
㎝
）、
ハ
ン
カ
チ

申
７

月
10
日

か
ら
電
話
で


な
が
お
か
市
民
大
学

親
と
子
の
理
科
工
作
教
室

各
回
ご
と
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午

会
場

＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
（
西

片
貝
町
）

講
師
＝
同
校
教
授
・

片
桐
裕
則
さ
ん
ほ
か

定
員
＝
各

回
親
子
20
組
40
人
（
先
着
）

受

講
料
＝
１
組
１
回
５
０
０
円

申

７
月
10
日

か
ら
電
話
で
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中
央
公
民
館

32
・
０
４
３
７


32
・
０
５
６
１

▲ふくろうの親子です

▲昨年のながおか市民大学で

自然にふれ、歴史を感じ、人に出会う。栃尾地域の魅

力がいっぱいの企画です。

ぜひ、ご参加ください。

■日時と内容

■定 員＝26人（先着）

■対 象＝原則として全４回受講できる人

■受講料＝1,000円

（10月15日の昼食代を含む。初回に）

申７月14日までに電話で栃尾公民館52・2020へ

（定員になり次第締め切ります）

ふるさと栃尾学習室

長岡空襲史跡めぐり
～平和の尊さについて考えてみませんか～

長岡戦災資料館のボランティアと長岡空襲の史跡を訪

ねます。

■日 時＝７月29日午後１時

30分～４時30分

■集 合＝長岡戦災資料館

■コース＝長岡戦災資料館→模

擬原子爆弾投下地点の碑（左

近町）→柿川戦災殉難地の碑

（柳原公園）→平和像（平和

の森公園）→戦災殉難者慰霊

塔（平潟公園）→戦災殉難者

之墓（昌福寺）

■定 員＝親子15組（先着）

■参加料＝無料
申７月10日～20日

に庶務課39・2203へ

期日 時間 内 容 会場など 講師

7/29


午前８時
30分～
正午

●杉林を育てて50年
若杉さんが50年かけて作り
上げた「スマイルの森」を
訪ね、お話を伺います

栃尾文化
センター
前集合

若杉利助
さん

9/17


午前９時
30分～
正午

●秋葉様の今昔
栃尾地域の歴史に触れなが
ら秋葉公園を散策します

秋葉公園
ステージ
集合

高嶋正雄
さん

10/15


午前８時
30分～
午後４時

●平家伝説地を探そう
栃尾地域に伝わる伝説の地
を探索しながら、地元の皆
さんとの交流を深めます

栃尾文化
センター
前集合

嶋田進さ
ん

11/10


午後７時
30分～
９時

●歌人「内藤鋠策
しんさく

」伝
栃尾地域ゆかりの歌人「内
藤鋠策」の生涯を学びます

栃尾文化
センター
学習室

教育委員
会職員

▲母子像「懐
おも

い」堀田正さ
ん制作。恒久平和を願う
1,500余名の市内外の人たち
により平成17年８月１日に
寄贈された像です。長岡戦
災資料館にあります。

４ ３ ２ １ 回

27


20


8/6


7/30


期
日

浮
沈
子

ふ

ち
ん

し

の
お
も
ち
ゃ
を
つ

く
ろ
う

黄
金
の
化
学
マ
ジ
ッ
ク

顕
微
鏡
で
ミ
ク
ロ
の
世
界

を
の
ぞ
こ
う

万
華
鏡
を
つ
く
ろ
う

内

容

●ＦＭながおか（76.4MHz）
①「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時50分ころからと午後５時30分ころから各７分間

②「市役所発！市民情報局」
毎週金曜日午前７時20分ころから10分間（再放送午後０時15分、６時45分）
※放送の翌週から市ホームページで配信

③「地球広場多言語放送ワールドカフェ」
在住外国人向け４カ国語放送 毎週水曜日午後６時30分から30分間
（英語、中国語、ポルトガル語、やさしい日本語）

●ＢＳＮラジオ（1062KHz）
「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時28分ころから90秒

●エヌ・シィ・ティ（ケーブルテレビ）
「長岡市発！情報宅配便」（15分間）
毎月第１月曜日の午前９時30分から（再放送：月曜日①午後
４時30分②午後７時③午後11時④深夜０時、翌週日曜日⑤正
午⑥午後７時）※本放送の翌日から市ホームページで配信

市
政
広
報
番
組



●
教
育
講
演
会
（
無
料
）

「
人
を
育
て
る
、
人
に
育
て
ら

れ
る
～
柔
道
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
～
」

日
時
＝
８
月
７
日

午
後
２
時
～

３
時
40
分

会
場
＝
市
立
劇
場

講
師
＝
東
海
大
学
教
授
・
山
下
泰

裕
さ
ん

定
員
＝
50
人
（
先
着
）

申
７
月
10
日

～
25
日

ま
で

●
松
岡
譲
筆
日
本
画
の

展
示
を
再
開
し
ま
す

地
震
で
破
損
し
た
松
岡
譲
筆

「
魚
野
川
夕
釣
図

う
お
の
が
わ
ゆ
う
ち
ょ
う
ず

」
の
修
復
が
完

了
し
ま
し
た
。
夏
目
漱
石
の
門
下

生
で
画
技
に
も
秀
で
た
、
松
岡
譲

の
意
外
な
一
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
館
料
＝
大
人
３
０
０
円
、
高
校

生
＝
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１

５
０
円
（
団
体
割
引
あ
り
）

開

館
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日
＝
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）


ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
・
枝
豆

収
穫
体
験
参
加
者
募
集

花
火
観
覧
の
お
供
に
、
自
分
で

収
穫
し
た
朝
採
り
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
、
枝
豆
は
い
か
が
で
す
か
。

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
７
時
～
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チ
ケ
ッ
ト
は
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル
、
市
立
劇
場
と
市
内
各
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
お
よ
び
市
立
劇

場
で
は
、
郵
送
に
よ
る
販
売
も
行

い
ま
す
。


長
岡
市
制
１
０
０
周
年
・
合
併

記
念
事
業
、

長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
設
立
10
周
年
記
念

事
業

●
『
お
ー
い
幾
多
郎

き

た

ろ
う

』
長
岡
公
演

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選
ば
れ
た

８
人
の
地
元
出
身
者
が
出
演
。

日
時
＝
①
７
月
28
日

午
後
７
時

か
ら
②
７
月
29
日

午
後
２
時
か

ら
③
７
月
30
日

午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
シ
ア

タ
ー

料
金
＝
全
席
自
由
一
般
２
、

０
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
、０
０

０
円

演
出
＝
西
川
信
廣

出
演

＝
本
山
可
久
子
（
文
学
座
）、
瀬
戸

口
郁
（
文
学
座
）
ほ
か

プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
＝
衛
紀
生

え
い

き

せ
い


市
民
企
画
公
募
型
事
業

①
『
ナ
ル
シ
ソ
・
メ
デ
ィ
ナ

ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
』
参
加
者
募
集

キ
ュ
ー
バ
を
代
表
す
る
ダ
ン
サ

ー
で
あ
る
ナ
ル
シ
ソ
・
メ
デ
ィ
ナ
さ

ん
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
公
演
で
す
。

☆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
募
集

期
日
＝
８
月
10
日

・
11
日


ク
ラ
ス
と
時
間
＝
①
初
心
者
向
け

…
午
後
１
時
～
３
時
②
経
験
者
向

け
…
午
後
７
時
～
９
時

会
場
＝

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
第
１
ス
タ
ジ

オ

対
象
＝
高
校
生
以
上

定
員

＝
各
40
人
（
抽
選
）

受
講
料

（
１
回
）
＝
一
般
１
、０
０
０
円
、

学
生
５
０
０
円

※
複
数
回
受
講

で
き
ま
す

申
７
月
11
日

ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
で
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
へ

☆
公
演

日
時
＝
８
月
12
日

午
後
３
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

第
１
ス
タ
ジ
オ

料
金
＝
全
席
自

由
１
、５
０
０
円

出
演
＝
ナ
ル
シ

ソ
・
メ
デ
ィ
ナ
舞
踊
団

②
フ
ォ
ー
レ
in
長
岡
２
０
０
６

フ
ォ
ー
レ
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
の

合
唱
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
19
日

午
後
２
時
か

ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全

席
自
由
１
、５
０
０
円


リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
開
館
10
周
年

記
念
事
業
「
リ
リ
ッ
ク
あ
そ
び

の
国
２
０
０
６
」

期
日
＝
①
②
と
も
８
月
27
日


①
お
た
の
し
み
イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ジ
オ
や
ホ
ー
ル
が
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

会
場

＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
全
館

料
金

＝
無
料
（
年
齢
制
限
な
し
）

②
ユ
ニ
オ
ン
ツ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

プ
ロ
グ
ラ
ム
vol.
９

き
い
て
！
か
ん
じ
て
！
あ
そ
ん

じ
ゃ
お
う
！
『
仲
道
郁
代
の
た

の
し
い
音
の
せ
か
い
』

ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

ピ
ア
ノ
の
仕
組
み
の
解
説
が
あ
る
、

親
子
で
楽
し
め
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ

ー
ト
で
す
。

時
間
＝
午
後
４
時
30
分
か
ら

会

場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル

料
金
＝
全
席
自
由
一

般
２
、０
０
０
円
、中
学
生
以
下
１
、

０
０
０
円（
４
歳
か
ら
入
場
可
）


吉
本
新
喜
劇
＆
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

シ
ョ
ー
２
０
０
６

日
時
＝
９
月
10
日

①
午
後
０
時

30
分
か
ら
②
午
後
４
時
30
分
か
ら

会
場
＝
市
立
劇
場

料
金
＝
全
席

指
定
Ｓ
席
５
、０
０
０
円
、
Ａ
席
４
、

０
０
０
円

出
演
＝
オ
ー
ル
阪
神

巨
人
、
大
木
こ
だ
ま
ひ
び
き
ほ
か

教
育
セ
ン
タ
ー

32
・
３
７
１
６

郷
土
史
料
館

35
・
０
１
８
５

農
政
課


39
・
２
２
２
３

長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
ガ
イ
ド


29
・
７
７
１
５

282,795人
（＋35）

138,293人
（＋24）

144,502人
（＋11）

95,960世帯
（＋107）

人口と世帯数 住民基本台帳登録数18.6.1（前月比）

▲大木こだまひびきさん

みなさんの芸術・文化活動を応援します！

■平成18年度（下期）市民芸術文化活動

助成事業募集

地域に根ざした、市民の自主的な芸術文化活動

に経費の一部を助成します（選考あり）。

対象＝10月１日～平成19年３月31日に実施す

る事業

申し込み＝７月１日～31日

■平成19年度市民企画公募型事業募集

市民が自主的に企画した事業を財団の自主事業

として実施します（選考あり）。

対象＝平成19年度に実施または着手する事業

申し込み＝９月30日まで

問長岡市芸術文化振興財団29・7715

９
時

会
場
＝
ゆ
め
農
園
（
長
岡

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
隣
）

定
員
＝
50
人
（
抽
選
）

料
金
＝

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
１
本
80
円
、
枝

豆
１
束
５
０
０
円

申
７
月
18
日


ま
で


手
づ
く
り
と
う
ふ
講
座

期
日
＝
７
月
21
日

午
前
９
時
～

正
午

参
加
料
＝
２
０
０
円

定

員
＝
12
人
（
抽
選
）

申
７
月
10

日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
の
往
信
の
裏
に
と
う
ふ

希
望
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
返
信
の
表
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０

―
０
８
２
１
栖
吉
町
３
６
７
０
ふ

る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

34

・
５
３
６
０
へ

●
花
と
緑
の
教
室

①
秋
ま
き
草
花
の
種
ま
き
と

育
て
方

日
時
＝
８
月
26
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

会
場
＝
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
管
理
事
務
所

講
師

＝
小
林
正
夫
緑
花
推
進
指
導
員

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
、５
０
０
円
（
材
料
費
）

申

７
月
26
日

～
８
月
17
日


②
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
育
て
方

（
花
の
咲
か
せ
方
）

日
時
＝
８
月
26
日

午
後
２
時
～

３
時
30
分

会
場
＝
厚
生
会
館
第

一
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
園
芸
愛
好

家
・
関
矢
哲
男
さ
ん

定
員
＝
60

人
（
先
着
）

参
加
料
＝
無
料

申
７
月
26
日

～
８
月
21
日


●
親
子
木
工
教
室

日
時
＝
７
月
29
日

午
前
９
時
～

正
午

会
場
＝
ふ
る
さ
と
体
験
農

業
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
プ
ラ
ン
タ

ー
作
り

定
員
＝
親
子
20
組
（
先

着
）

持
ち
物
＝
の
こ
ぎ
り
、
金

づ
ち
、
も
の
さ
し
、
鉛
筆

参
加

料
＝
子
ど
も
１
人
５
０
０
円

申

７
月
10
日

～
14
日


●
夏
休
み
こ
ど
も
環
境
探
検
隊

海
辺
の
生
き
物
を
調
べ
よ
う
！

自
然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
海

の
生
き
物
を
調
べ
る
環
境
学
習
会

で
す
。
寺
泊
水
族
博
物
館
も
見
学

し
ま
す
。

日
時
＝
８
月

11
日

午
前

９
時
～
午
後

４
時

集
合

＝
環
境
衛
生

セ
ン

タ

ー

（
寿
３
）

対
象
＝
小
学

３
～
６
年
生

参
加
料
＝
無

料

定
員
＝
40
人
（
先
着
）

申

電
話
で
（
申
し
込
ま
れ
た
人
に
後

日
詳
し
い
案
内
を
送
付
し
ま
す
）
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公
園
緑
地
課

39
・
２
２
３
０

農
林
整
備
課

39
・
２
２
２
４

環
境
政
策
課

24
・
０
５
２
８

今年の夏は、本をたくさん読んで認定書やすてきな

景品をもらおう！としょリンピックは市内９つの図書

館で７・８月に開催。次の２つのコースでみなさんの

挑戦をお待ちしています。

①マラソンコース（対象：小学生）
絵本や物語の本（マンガやクイズの本は除く）を30

冊読もう！図書館にあるエントリーカードに今年の夏

に初めて読んだすべての本のタイトルを書いてくださ

い。読書30冊を達成すると認定書と景品がもらえます。

②図書館スタンプラリーコース（対象：赤ちゃん～

小学生）
市内９つの図書館

のうち、３つの図書

館へ行ってみよう！

図書館でもらえるシ

ールを３種類集めた

らスタンプラリーカ

ードの完成です。

暑い夏！涼しい図書館で、たくさんの本を読んでお

もしろい本を友達に紹介しよう！

問中央図書館32・0658または各地域図書館

市制100年を記念して発刊した『長岡市政100年のあ

ゆみ』をテキストに読む会を開催します。

会場は互尊文庫３階会議室です。互尊文庫の駐車場

には限りがありますので公共交通機関をご利用くださ

い。

①日時と内容

②参加料＝無料（テキストは各自購入し持参。９月19

日の県立歴史博物館入館料は別途）

③定 員＝40人（抽選）
申７月12日（消印有効）までに往復はがきの往信の

裏に「長岡市政100年のあゆみを読む会」、住所、氏

名、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名

を記入し、〒940－0065長岡市坂之上町３の１の20互

尊文庫２階文書資料室36・7832へ

としょリンピック開催中
～今年の夏も、図書館に行こう！～

長岡市の歴史を知ろう！
『長岡市政100年のあゆみ』を読む会

期日 時 間 内 容 講 師

7/18


午後２時～
３時30分

水道タンクの誕生
～上下水道の敷設～

関哲生さん

8/8
工業立市宣言
～蔵王工業地帯の造成～

内山弘さん

29
「米百俵」と長岡の教育
～小林虎三郎の精神で逸材
を輩出～

今井雄介さん

9/5
雪害から克雪・利雪へ
～無雪都市をめざして～

田邊幹さん

19
午後１時～
４時

長岡市政100年史跡探訪バスツアー
水道タンク－阪之上小学校－県立歴史博
物館ほか



催
し
の
会
場
は
、
す
べ
て
青
少

年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
の
利
用
案
内

期
間
＝
７
月
25
日

～
８
月
31
日


（
月
曜
日
は
休
館
）

利
用
時

間
＝
科
学
コ
ー
ナ
ー

…
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
…
午
前
11

時
、
午
後
１
時
30
分

・
３
時
20
分
（
夏
休
み
中
は
高
校

生
以
下
は
無
料
、
大
人
は
有
料
）

※
温
水
プ
ー
ル
は
７
月
19
日

～

９
月
中
旬
（
予
定
）
ま
で
補
修
工

事
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。


星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
（
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
予
備
日
に
延
期
、

予
備
日
も
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は

中
止
）。

日
時
＝
７
月
14
日

午
後
７
時
30

分
～
８
時
30
分
（
予
備
日
…
７
月

21
日

。
時
間
は
同
じ
）


夏
休
み
将
棋
大
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
28
日

午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時

対
象
＝
小
学
１

～
３
年
生
の
部
、
同
４
～
６
年
生

の
部

申
７
月
23
日

ま
で


夏
休
み
教
室

①
初
め
て
の
囲
碁
（
無
料
）

初
心
者
向
け
の
囲
碁
入
門
教
室

で
す
。

日
時
＝
７
月
29
日

、
８
月
５
日


・
12
日

・
19
日

・
26
日


午
前
10
時
～
11
時
30
分
（
計
５
回
）

対
象
＝
小
学
生

定
員
＝
20
人

（
先
着
）

申
７
月
23
日

ま
で

②
ラ
タ
ン
（
籐
）
工
芸

ラ
タ
ン
（
籐
）
を
編
ん
で
「
小

物
入
れ
」
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
８
月
４
日

・
11
日

午

前
10
時
～
11
時
30
分
（
計
２
回
）

対
象
＝
小
学
３
年
生
～
高
校
生

定
員
＝
20
人
（
先
着
）

参
加
料

＝
１
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

申

７
月
30
日

ま
で


親
子
焼
物
の
つ
ど
い

日
時
＝
８
月
20
日

、
９
月
10
日


午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

（
計
２
回
）

対
象
＝
小
学
３
年

生
～
高
校
生
ま
た
は
そ
の
親
子

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

材
料
費

＝
粘
土
１
㎏
４
０
０
円

申
７
月

11
日

～
30
日



紙
飛
行
機
を
折
っ
て
飛
ば
し
て

み
よ
う
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
20
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

対
象
＝
小
学
生
ま
た

は
そ
の
親
子

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

持
ち
物
＝
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
５
枚

申
８
月
10
日

ま

で
展
示
室
を
再
開
し
ま
す

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
工
事
が
完
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青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー


34
・
１
３
０
５

科
学
博
物
館

32
・
０
５
４
６

開
園
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

入
園
料
＝
大
人
４

０
０
円
、
小
人
＝
80
円

駐
車

料
＝
普
通
車
３
１
０
円
、
二
輪

車
＝
１
０
０
円

※
７
月
の
休
園
日
＝
３
日

・

10
日

・
18
日


■
花
の
見
ご
ろ
情
報
！

19
品
種
約
1
万
本
の
ユ
リ
が

咲
き
そ
ろ
い
ま
す
。
見
ご
ろ
は

７
月
上
旬
で
す
（
開
花
状
況
は

天
候
に
よ
り
変
化
し
ま
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://

w
w
w
.h
rr.m

lit.go.jp
/ech

ig

o/

ま
た
は
電
話
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

■
薪
石
窯

ま
き
い
し
が
ま

こ
ろ
り
ん
工
房

ピ
ザ
づ
く
り
体
験
教
室

日
時
＝
①
７
月
８
日

・
15
日


午
前
10
時
30
分
～
正
午
②
７

月
20
日

・
27
日

・
28
日


午
前
11
時
～
12
時
30
分
と
午
後

２
時
～
３
時
30
分

定
員
＝
各

20
人

参
加
料
＝
1
枚
１
、０
０

０
円
（
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
）

申
電
話
で
（
定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
し

ま
す
）

■
ク
ラ
フ
ト
教
室

和
凧
、
洋
風
凧
（
カ
イ
ト
）、

グ
ラ
イ
ダ
ー
（
飛
行
機
）
を
作

る
教
室
で
す
。

日
時
＝
７
月
の
毎
週
日
曜
日
午

前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
料

＝
５
０
０
円

定
員
＝
40
人

（
先
着
）

■
里
山
サ
ン
デ
ー
ガ
イ
ド
「
里

山
の
動
物
を
探
し
て
み
よ
う
」

里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

園
内
ガ
イ
ド
で
す
。

日
時
＝
７
月
９
日

午
後
０
時

30
分
～
３
時

参
加
料
＝
無
料

■
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
教
室

ゴ
ル
フ
の
ル
ー
ル
で
プ
レ
ー

す
る
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の

体
験
教
室
で
す
。

日
時
＝
７
月
９
日

午
前
10
時

～
午
後
４
時

参
加
料
＝
無
料

■
入
園
無
料
日

国
土
交
通
デ
ー
に
ち
な
み
、

７
月
30
日

は
入
園
料
が
無
料

で
す
（
駐
車
料
は
有
料
）。

今月の市政だよりと一緒

に配布した「イベントガイ

ドブック夏号」には、７月～

10月に行われる記念事業な

どを掲載しています。

「長岡まつりウィーク」

をはじめ、ホットなイベン

トが目白押し！

市が主催・共催する事業

のほか、市民による企画や

協賛企業によるイベントが

盛りだくさん。

ぜひご覧ください！

問長岡市制100周年記念事業実行委員会39・2204

長岡市制100周年・合併記念事業

イベントガイドブック夏号を発刊！

▲たくさんのユリがみなさんを
お待ちしています。

国
営
越
後
丘
陵
公
園
へ
行
こ
う
！

問

越
後
丘
陵
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

47
・
８
０
０
１

了
し
ま
し
た
。
展
示
室
を
７
月
22

日

か
ら
再
開
し
ま
す
。
９
月
３

日

ま
で
は
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。


ミ
ニ
企
画
展
「
世
界
の
ク
ワ
ガ

タ
ム
シ
」（
無
料
）

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
標
本
５
０
０

種
を
展
示
し
、
そ
の
多
様
性
と
進

化
の
謎
に
迫
り
ま
す
。
ま
た
、
生

き
た
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
も
展
示
し
、

飼
育
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

期
間
＝
７
月
22
日

～
９
月
29
日



会
場
＝
科
学
博
物
館
自
然
展

示
室


夏
休
み
植
物
観
察
・
標
本
づ
く

り
教
室

里
山
の
植
物
観
察
を
親
子
で
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
22
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

観
察

地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐

車
場

対
象
＝
小
・
中
学
生
の
親

子

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、

筆
記
用
具
、
雨
具
、
帽
子
、
ビ
ニ

ー
ル
袋

参
加
料
＝
50
円

申
７

月
20
日

ま
で


馬
高
遺
跡
昆
虫
観
察
会

日
時
＝
７
月
23
日

午
前
10
時
～

午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

集
合

＝
馬
高
遺
跡
（
関
原
町
）

対
象

＝
小
学
生
～
一
般

持
ち
物
＝
採

集
用
具
、
筆
記
用
具

参
加
料
＝

50
円

申
７
月
20
日

ま
で


縄
文
時
代
の
石
器
を
つ
く
る
会

黒
曜
石
や
滑
石

か
っ
せ
き

で
矢
じ
り
や
勾ま

が

玉た
ま

を
作
り
、
縄
文
時
代
の
技
術
や

文
化
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
23
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
藤
橋
歴
史
の

広
場
（
ふ
じ
は
し
歴
史
館
前
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち

物
＝
軍
手
、
使
い
古
し
た
タ
オ
ル

ま
た
は
ぞ
う
き
ん
、
昼
食
、
水
筒

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

定
員
＝
25
人
（
先
着
）

申

７
月
10
日

～
20
日



野
鳥
相
を
調
べ
る
会

長
岡
野
鳥
の
会
の
み
な
さ
ん
た

ち
と
一
緒
に
、
歩
き
な
が
ら
野
鳥

を
観
察
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日

午
前
６
時
～

９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察
地
＝

三
島
地
域
蓮
花
寺
周
辺

集
合
＝

大
杉
公
園
駐
車
場

対
象
＝
小
学

生
～
一
般

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具
、
双
眼
鏡
な
ど

参
加
料
＝

50
円

申
７
月
20
日

ま
で


草
花
あ
そ
び
を
楽
し
も
う

（
無
料
）

身
近
な
草
を
使
っ
た
遊
び
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

【
ヨ
シ
で
つ
く
る
カ
タ
ツ
ム
リ
】

期
日
＝
７
月
24
日


【
ヨ
シ
で
つ
く
る
バ
ッ
タ
】

期
日
＝
７
月
25
日


◇

◇

時
間
＝
①
午
後
１
時
か
ら
②
午
後

２
時
か
ら
③
午
後
３
時
か
ら

会

場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０
２
会
議

室

対
象
＝
小
学
生
～
一
般
（
小

学
校
低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
は
さ
み


親
子
昆
虫
標
本
作
成
教
室

【
昆
虫
採
集
】

日
時
＝
７
月
29
日

午
前
９
時
～

正
午
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝

東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

集
合

＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場

対
象
＝
小
学
生
～
一
般

持
ち
物

＝
採
集
用
具

参
加
料
＝
50
円

申
７
月
27
日

ま
で

【
標
本
作
製
】

前
日
に
採
集
し
た
昆
虫
を
標
本

に
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
10
時
～

正
午
（
前
日
の
昆
虫
採
集
が
中
止

の
場
合
は
中
止
）

集
合
＝
中
央

公
民
館
工
作
室

参
加
料
＝
無
料
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今話題のまちづくり三法（都市計画法・中心市街

地活性化法・大規模小売店舗立地法）やコンパクト

なまちづくり、大型商業施設の立地問題など全国的

にホットな話題を中心に、これからの長岡市のまち

づくりを語り合います。

１ テーマ

まちづくり三法とこれからのまちづくり

２ 日 時＝７月30日午後３時～５時

３ 会 場＝市民センター202会議室

４ 定 員＝100人（先着）

５ 内 容

①基調講演 北原啓司さん（弘前大学教授）

②パネルディスカッション

コーディネーター 中出文平さん

（長岡技術科学大学教授）
申７月10日から電話、ファクス、Ｅメールで企画

課39・2204、ファクス39・2289、Ｅメールinfo＠

city.nagaoka.lg.jpへ

「農の駅」づくりに参加してみませんか？

ふるさと体験農業センターをモデルに“農的な暮ら
し”や“都市農村交流”をテーマにした、市民参加に
よる新しい交流拠点（農の駅）づくりを行います。
今年度は実験的に各種農業体験やワークショップな

どを行います。ぜひ、ご参加ください。会場はいずれ
もふるさと体験農業センター（栖吉町）。

ラベンダー栽培＆工芸体験（無料）
（ラベンダースティックづくり）

日時＝７月23日午前10時～正午（※同時に健康増進
チェックも行います） 定員＝20人（先着。秋
ごろまで定期的に通える人）

貸し農園モニター体験（説明会・区割りなど）
（無料）

日時＝７月23日午後１時～４時 定員＝50人（先着。
秋ごろまで定期的に通える人）

コミュニティ広場づくり（無料）
テーブルやベンチを手づくりして、世界に一つだけ

のすてきな広場をつくります。
日時＝７月30日午前９時～正午 定員＝20人（先着）

申とも７月10日～19日
までに住所、氏名、参加人
数、連絡先電話・ファクス番
号を電話、ファクス、Ｅメー
ルで農政課39・2223、39
・2284、nousei＠city.nagao
ka.lg.jpへ

まちづくりシンポジウム（無料）

▲会場のふるさと体験農
業センター



す
べ
て
参
加
は
無
料
で
す
。

ま
た
、

～

は
申
し
込
み
不

要
で
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


映
画
会

日
時
と
内
容
＝
①
７
月
11
日

午

後
２
時
～
２
時
40
分
…
「
ピ
ク
ニ

ッ
ク
」（

年
フ
ラ
ン
ス
）
②
７
月

15
日

午
後
２
時
～
３
時
20
分
…

「
極
北
の
怪
異
」（

年
ア
メ
リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
堂

定
員

＝
１
９
０
人
（
先
着
）


子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
７
月
12
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

内
容
＝
佐
藤
忠
良
・

画
、
木
島
始
・
文
「
木
」

会
場

＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１


読
者
の
つ
ど
い
（
読
書
会
）

日
時
＝
７
月
28
日

午
後
７
時
～

８
時
30
分

内
容
＝
桐
生
夏
生
著

「
顔
に
降
り
か
か
る
雨
」

会
場

・
問
互
尊
文
庫

35
・
７
９
８
１


夏
休
み
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

夏
休
み
に
図
書
館
の
窓
口
業
務

や
本
の
返
却
、
書
架
の
整
理
な
ど

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
７
月
24
日

～
８
月
30
日



時
間
＝
①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
（
ど
ち
ら
も

時
間
途
中
か
ら
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
）

場
所
＝
中
央
図
書
館
、

各
地
域
図
書
館

内
容
＝
図
書
館

業
務
全
般

対
象
＝
中
学
生
以
上

で
、
１
回
半
日
を
な
る
べ
く
連
続

し
て
４
日
以
上
参
加
で
き
る
人

定
員
（
１
日
あ
た
り
）
＝
中
央
図

書
館
…
午
前
・
午
後
と
も
各
10
人
、

各
地
域
図
書
館
…
午
前
・
午
後
と

も
各
５
人
程
度

※
報
酬
、
手
当
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん

申
７
月
15
日

ま

で
に
各
図
書
館
に

あ
る
所
定
の
申
込

書
に
記
入
し
、
希
望
す
る
図
書
館

へ
本
人
が
直
接
持
参

説
明
会
（
30

分
程
度
）
＝
中
央
図
書
館
希
望
者

…
７
月
23
日

午
後
２
時
か
ら
中

央
図
書
館
で
。
寺
泊
地
域
図
書
館

希
望
者
…
７
月
22
日

午
後
３
時

か
ら
寺
泊
地
域
図
書
館
で
。
栃
尾

地
域
図
書
館
希
望
者
…
７
月
23
日


午
後
３
時
か
ら
栃
尾
地
域
図
書

館
で

問
各
図
書
館
の
窓
口
へ

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。


お
は
な
し

ピ
ッ
ピ

夏
の
ス

ペ
シ
ャ
ル

日
時
＝
７
月
15
日

午
後
３
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
北
地
域
図
書

館
多
目
的
ル
ー
ム

内
容
＝
絵
本

・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー


み
に
み
に
上
映
会

日
時
＝
７
月
16
日

午
後
３
時
～

３
時
40
分

内
容
＝
ま
ん
が
偉
人

物
語
「
夏
目
漱
石
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
」、

「
川
を
し
ら
べ
る
」
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中
央
図
書
館

32
・
０
６
５
８


32
・
０
６
６
４

北
地
域
図
書
館

22
・
７
１
０
０

道の駅良寛の里わ

しま敷地内で７月22

日・23日の２日

間、「わしままつり」

を開催します。

また、オープニン

グイベントとして、

７月14日～21日

まで、夕涼みライト

アップやミニコンサ

ートなども開催。楽しい企画がいっぱいのわしままつ

りに、ぜひお越しください。

会場＝道の駅「良寛の里わしま」敷地内

■７月22日午後１時から

内容＝飲食コーナー、四半的弓道体験会、よさこい

ソーラン、和島太鼓、盆踊り大会など

■７月23日午後１時から

内容＝飲食コーナー、サ

ッカーアルビレックス

選 手 と の 交 流 会、

青年夢来
せいねんむら

（地域バンド）

ライブ、花火大会など

問和島支所産業課

74・3111

与板地域出身で

日本人初のビール

醸造家として知ら

れる中川清兵衛。

ビールフェスタ

はその功績をしの

び、北海道以外で

は飲むことのでき

ない限定ビールを

メーンに毎年開催

しているイベントです。

今年は、ふるさと創生基金事業として、こども料理

コンテストの優秀作品の試食や中川清兵衛特設展示、

周辺地域特産物コーナーなどを開催。ぜひ、お越しく

ださい。

■日時＝７月29日午後５

時30分～９時

■場所＝与板支所前広場

■料金＝入場無料（飲食代

は有料）

問与板支所地域振興課

72・3100または与板町

商工会72・2303

和島地域の魅力がいっぱい！

わしままつり
北海道限定ビールが与板で味わえる

中川清兵衛ビールフェスタ

▲毎年大勢の人でにぎわいます
▲勇壮な和島太鼓が響きわたります

時
間
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、
平
日
が
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、
土
・
日
・
祝
日
が
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分
で

す
。
金
額
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

19 市政だより 2006.7

●
市
民
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
は
市

民
の
み
な
さ
ん
の
作
品
発
表
、
イ

ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
各
種
の
活
動
の
場
と
し

て
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市

民
セ
ン
タ
ー
事
務
室

39
・
２
７

６
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
場
所
＝
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
１
階
）
、
イ
ベ
ン
ト
広
場

（
地
下
１
階
）
な
ど

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
１
階
）

●
と
も
に
描
こ
う
～
世
界
を
つ
な

ぐ
子
ど
も
絵
画
展

期
間
＝
７
月
25
日

～
８
月
７
日

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か
（
２
階
）


39
・
２
７
４
６


39
・
２
７
４
７

●
女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支

援
講
座
「
役
員
な
ん
て
怖
く
な

い
！？
話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
コ
ツ
」

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
町
内
会
、
サ
ー
ク
ル

の
役
員
に
な
る
と
、
会
議
の
進
行

役
を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

で
も
、
参
加
者
み
ん
な
が
話
せ

て
、
時
間
内
に
物
事
を
決
め
る
の

は
難
し
い
も
の
。
こ
の
機
会
に
メ

ン
バ
ー
と
の
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
身
に
つ

け
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
20
日

・
21
日

午

前
10
時
～
正
午

会
場
＝
市
民
セ

ン
タ
ー
２
０
２
会
議
室

定
員
＝

20
人
（
先
着
）

講
師
＝
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村
容
子
さ
ん

申

７
月
15
日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

で
（
一
時
保
育
あ
り
。
７
月
13
日


ま
で
要
予
約
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）


32
・
０
０
２
２

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

～
と
っ
さ
の
時
に
役
に
立
つ
～

「
事
故
や
ケ
ガ
の
応
急
手
当
」

日
時
＝
７
月
19
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議
室

定
員
＝
30
人

（
先
着
）

持
ち
物
＝
大
判
の
ハ

ン
カ
チ
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
三
角

巾
（
ま
た
は
風
呂
敷
）

講
師
＝

日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員
・

田
口
孝
さ
ん

申
電
話
で

ち
び
っ
子
広
場
（
４
階
）


39
・
２
７
７
５

交
流
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト
開
催
時

は
、
一
部
利
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
１
「
サ
マ
ー
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」

フ
ル
ー
ト
や
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の

演
奏
で
心
地
よ
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。
直
接
会
場
へ
ど

う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
12
日

午
前
11
時
か

ら
30
分
程
度

対
象
＝
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

パ
ー
ト
２
「
祭
り
だ
ワ
ッ
シ
ョ

イ
！
」

一
足
先
に
お
祭
り
気
分
を
味
わ

い
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
７
月
26
日

午
前
11
時
～

正
午

対
象
＝
１
歳
以
上
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

定
員
＝
45
組

（
先
着
）

申
７
月
12
日

～
21

日



子
育
て
ミ
ニ
講
座

「
夏
を
の
り
き
る
楽
し
い
食
事
」

栄
養
士
が
食
育
の
話
を
し
た
り
、

夏
の
お
薦
め
レ
シ
ピ
の
紹
介
を
し

た
り
し
ま
す
。
講
座
後
に
相
談
も

受
け
付
け
ま
す
。

日
時
＝
７
月
13
日

午
前
10
時
30

分
か
ら
30
分
程
度

対
象
＝
乳
幼

児
の
保
護
者


ミ
ニ
図
書
館
が
や
っ
て
く
る
！

互
尊
文
庫
が
お
薦
め
絵
本
や
育

児
書
の
紹
介
・
貸
し
出
し
を
し
ま

す
。
読
み
聞
か
せ
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
19
日

午
前
11
時
～

正
午

持
ち
物
＝
図
書
貸
出
カ
ー

ド
（
当
日
、
カ
ー
ド
を
作
成
で
き

ま
す
。
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
住

所
が
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
）


わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
会

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
わ
い

わ
い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）

で
思
う
存
分
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。
直
接
会
場
へ
ど
う

ぞ
。

日
時
＝
7
月
14
日

・
18
日

・

24
日

午
前
11
時
か
ら
１
時
間
程

度

対
象
＝
１
歳
未
満
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者


子
育
て
相
談

子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、

子
ど
も
と
の
接
し
方
な
ど
に
つ
い

て
、
相
談
員
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分

※
ち
び
っ
こ
広
場
で
は
、
随

時
保
育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。


フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ひ
ろ
ば
」

会
員
同
士
の
交
流
や
情
報
交
換

の
し
ゃ
べ
り
場
で
す
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
だ
け
で
な
く
、

関
心
の
あ
る
人
は
ど
な
た
で
も
ど

う
ぞ
。
直
接
会
場
へ
。

日
時
＝
８
月
５
日

午
前
11
時
か

ら
１
時
間
程
度

会
場
＝
わ
い
わ

い
ル
ー
ム
（
ち
び
っ
こ
広
場
内
）


ち
び
っ
こ
タ
イ
ム
＆
お
絵
か
き

タ
イ
ム
「
保
育
士
と
あ
ー
そ
ー

ぼ
。
お
友
達
も
で
き
る
か
な
！
」

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
８
月
９
日

午
前
11
時
か

ら
45
分
程
度

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
の
催
し


39
・
２
７
６
３

8/10


27


7/20


期
日

家
庭
内
の
困
り
ご

と 地
域
の
中
の
子
育

て お
か
あ
さ
ん
の
悩

み
聞
き
ま
す

内

容

家
庭
児
童

相
談
員

主
任
児
童

委
員

先
輩
マ
マ

担

当

▲昨年の祭りだワッショイ！で




夏
の
つ
ど
い
in
妙
高

大
自
然
の
中
で
思
い
出
と
友
だ

ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
５
日

～
７
日


（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
国
立
妙

高
青
少
年
自
然
の
家

内
容
＝
仲

間
づ
く
り
ゲ
ー
ム
、
野
外
遊
び
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど

対
象
＝
小
学
５
・
６
年
生

定

員
＝
１
２
０
人
（
先
着
）

参
加

料
＝
７
、
０
０
０
円

申

７
月
３

日

～
14
日

ま
で
（
土
・
日
除

く
）


長
岡
市
社
会
同
和
教
育
研
修
会

（
無
料
）

同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

日
時
＝
７
月
22
日

午
前
９
時
30

分
～
正
午

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂

内
容
＝
講
演
、
人
権
啓
発

映
画
の
上
映

申
７
月
20
日

ま

で
ポ
ニ
ー
と
キ
ャ
ン
プ
in
蓼
科

普
段
体
験
で
き
な
い
ポ
ニ
ー
の

乗
馬
や
世
話
を
通
し
て
、
友
だ
ち

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
21
日

～
23
日


（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
蓼
科
ポ

ニ
ー
牧
場
（
長
野
県
茅
野
市
）

内
容
＝
ポ
ニ
ー
乗
馬
指
導
、
野
外

プ
ロ
グ
ラ
ム

対
象
＝
小
学
４
年

～
中
学
３
年
生

定
員
＝
25
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
料
＝
１
６
、
０
０
０
円

申

７
月
10
日

～
14
日

に
〒
９

４
０
―
０
０
７
２
柳
原
町
２
の
１

生
涯
学
習
課
へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で

●
公
募
型
ま
ち
の
先
生
企
画
講
座

「
夏
休
み
親
子
薬
草
観
察
会
」

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分

観
察
場
所
＝
悠
久
山

周
辺

講
師
＝
ま
ち
の
先
生
（
薬

剤
師
）・
廣
橋
義
和
さ
ん

集
合
＝

蒼
紫
神
社
北
側
駐
車
場

対
象
＝

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）

持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

雨
具

参
加
料
＝
１
０
０
円

申

８
月
１
日

ま
で
に

●
か
あ
さ
ん
た
ち
の

「
ス
ク
ラ
ム
！
朝
市
」

元
気
印
か
あ
さ
ん
た
ち
の
手
作

り
品
、
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
地
元
農

産
物
の
朝
市
で
す
。

日
時
＝
７
月
31

日

午
前
10
時

30
分
か
ら

会

場
＝
厚
生
会
館

中
ホ
ー
ル

主

催
＝
長
岡
老
い

を
考
え
る
会
、
農
村
地
域
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
な
が
お
か

ゆ
め
倶
楽

部


ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

開
会
式
＝
８
月
６
日

午
後
７
時

か
ら
（
試
合
は
以
降
の
日
曜
・
祝

日
、
お
盆
期
間
を
除
き
終
了
ま
で

実
施
）

会
場
＝
大
島
・
北
・
関

原
・
宮
内
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

種
目
＝
男
子
の
部
、
女
子
の
部
、

ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
の
部
（
い
ず
れ
も

高
校
生
を
除
く
15
歳
以
上
で
市
内

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る

人
）

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
６
、０

０
０
円

申
７
月
20
日

ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て

長
岡
市
体
育

協
会
へ

抽
選
会
＝
７
月
27
日


午
後
７
時
か
ら
市
民
体
育
館
で


市
民
体
育
祭
水
泳
大
会

期
日
＝
８
月
26
日


会
場
＝
悠

久
山
プ
ー
ル

参
加
資
格
＝
市
内

に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る

小
学
生
～
一
般

参
加
料
＝
５
０

０
円
（
当
日
に
）

申
各
体
育
館
、

プ
ー
ル
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
し
、

８
月
９
日

ま
で
に
〒
９
４
０
―

１
１
０
３
曲
新
町
１
９
５
２
長
岡

市
水
泳
協
会
・
野
口
剛
さ
ん
へ
郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

・

33
・

２
７
１
４
で


初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
８
月
８
日

・
17
日

・

22
日

・
29
日

午
後
７
時
45
分

～
９
時
15
分

会
場
＝
南
部
体
育

館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア

参
加
料
＝

２
、５
０
０
円
（
当
日
に
）

申


長
岡
市
体
育
協
会
へ


市
民
テ
ニ
ス
教
室

（
８
月
コ
ー
ス
）

日
時
＝
８
月
８
日
～
25
日
の
火
・

金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時
（
計
５

回
）

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス

場

定
員
＝
45
人
（
抽
選
）

参

加
料
＝
４
、０
０
０
円
（
当
日
に
）

申
７
月
20
日

ま
で
に
往
復
は
が

き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

経
験
年
数
、
返
信
用
宛
名
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
９
７
山
田

１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
へ


初
心
者
な
ぎ
な
た
教
室

日
時
＝
８
月
10
日
～
31
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場
＝
市
民
体
育
館

参
加
料
＝

１
、５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
）

問
長
岡
市
な
ぎ
な
た
協
会
・
高
野

さ
ん

33
・
５
９
１
５

申

長

岡
市
体
育
協
会
へ


初
心
者
ダ
イ
ビ
ン
グ

（
飛
び
込
み
）
教
室

日
時
＝
７
月
15
日

・
16
日

午

前
９
時
45
分
～
11
時

会
場
＝
悠

久
山
屋
外
ダ
イ
ビ
ン
グ
プ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
～
一
般

参
加
料

＝
無
料
（
施
設
利
用
料
が
必
要
）

申

長
岡
市
体
育
協
会
へ


長
岡
ま
つ
り
協
賛
体
育
事
業

【
参
加
者
募
集
】

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
駅
伝
競
走
大
会

日
時
＝
７
月
31
日

午
後
６
時
ス

タ
ー
ト

会
場
＝
市
営
陸
上
競
技

場
前
お
よ
び
信
濃
川
河
川
堤
防
マ

ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

参
加
料
＝
１
チ

ー
ム
２
、０
０
０
円

申
７
月
20
日


ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

長

岡
市
体
育
協
会
へ

■
相
撲
大
会

日
時
＝
８
月
９
日

午
後
０
時
30

分
か
ら

会
場
＝
悠
久
山
相
撲
場

参
加
料
＝
無
料

申

長
岡
市
体

育
協
会
へ

■
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会

日
時
＝
８
月
31
日

～
９
月
２
日


午
後
６
時
30
分
か
ら
、
３
日


午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体

育
館

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
、５

０
０
円

申
８
月
11
日

ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て

長
岡
市
体
育

協
会
へ

【
観
覧
者
募
集
】

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

●
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
観
覧

日
時
＝
８
月
６
日

・
７
日

午

前
８
時
30
分
か
ら

会
場
＝
第
２

ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
上
川
西
・
脇
野

町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
弓
道
大
会
観
覧

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
９
時
か

ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
弓
道
場

●
柔
道
大
会
観
覧

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
９
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館

●
河
井
継
之
助
記
念

蒼
龍
旗
争
奪
剣
道
大
会
観
覧

日
時
＝
８
月
20
日

午
前
８
時
30

分
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
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生
涯
学
習
課

32
・
５
１
１
０


32
・
０
５
８
７

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ル
な
が
お
か


39
・
２
７
４
６

生
涯
学
習
相
談
室


38
・
６
５
５
２


長
岡
市
体
育
協
会
（
市
民
体

育
館
内
）

34
・
２
１
３
０
と

加
盟
団
体
の
催
し

雪国植物園の催し 46・0030

開園時間＝午前９時～午後５時（入園は午後４時30分まで）
入園料＝大人400円 小学・中学・高校生50円、幼児無料
■カブト虫の飼い方教室
日時＝７月９日午前10時から（抽選でオス・メスセット10

組進呈）


国
体
開
催
種
目
チ
ビ
ッ
コ
体
験

教
室
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ヌ
ー

２
０
０
６
in
寺
泊

国
体
の
長
岡
開
催
種
目
の
カ
ヌ

ー
や
、
Ｅ
ボ
ー
ト
（
10
人
乗
り
手

こ
ぎ
ボ
ー
ト
）
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

日
時
＝
７
月
29
日

午
前
10
時
～

午
後
３
時

会
場
＝
寺
泊
松
沢
町

海
岸
（
寺
泊
水
族
館
前
バ
ス
停
近

く
）

対
象
＝
小
学
４
年
生
以
上

持
ち
物
＝
ぬ
れ
て
も
い
い
服
装（
水

に
入
り
ま
す
）
、
タ
オ
ル
、
昼
食

参
加
料
＝
一
組
１
、０
０
０
円

定

員
＝
親
子
50
組
（
先
着
）

申
７

月
21
日

ま
で
に
国
体
推
進
室
へ


ト
キ
め
き
新
潟
国
体
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

今
年
度
の
県
強
化
指
定
選
手
を

対
象
に
、
新
潟
県
出
身
の
元
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
・
川
合
俊
一
さ
ん

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
実
技
指
導
を

し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
観
覧
で
き

ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
９
日

午
前
９
時
～

正
午

会
場
＝
北
部
体
育
館

入

場
料
＝
無
料


ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
ト
ッ
キ

ッ
キ
の
着
ぐ
る
み
と
Ｐ
Ｒ
用
の

ぼ
り
旗
を
貸
し
出
し
ま
す
！
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国
体
推
進
室

32
・
６
１
０
９

夏到来！プールで遊ぼう！

■悠久山プール35・6368、希望が丘プール28・1775

期間＝９月10日まで（無休）

注意事項＝プール内では、潜水用具や大きさ１メートル

以上の浮き具など、他人の迷惑となるものや危険な

ものは使用できません。７月12日・13日・30日、８

月８日・17日・26日・30日は水泳大会のため、悠久

山プール（屋内温水プールも）の一般開放は行いま

せん。また、悠久山屋外プールのナイター営業は、

天候などにより、時間を変更することがあります

●水泳教室などで使用できない場合があります。
●次のプールではスイミングキャップを必ずかぶり
ましょう…悠久山屋内温水プール、和島Ｂ＆Ｇ海
洋センタープール、小国プール、越路Ｂ＆Ｇ海洋
センタープール

■和島Ｂ＆Ｇ海洋センタープール74・2257

期間＝９月10日まで 所在地＝島崎5402 料金＝高校

生以上100円、小・中学生50円、小学生未満無料

※小学３年生以下は保護者同伴

■小国プール（教育委員会小国分室95・5911）

期間＝７月22日～８月20日（７月22日午前中はプー

ル教室開催のため使用できません） 所在地＝小国町新

町177の１ 料金＝無料 ※小学３年生以下は保護者同伴

■越路Ｂ＆Ｇ海洋センタープール92・4594

期間＝９月10日まで（月曜日休館） 所在地＝不動沢

2281 ※小学３年生以下は保護者同伴。また、中学生以

下の夜間使用には引率者が必要

▲トッキッキがイベントを盛り上げ
ます。申し込みは国体推進室へ。の
ぼり旗もどうぞ。

いきいきスポーツ写真コンテスト

作 品 募 集
市民のスポーツ場面を

撮影したものなら、どん
なものでもＯＫです。

応募サイズ＝２Ｌサイズ～４ツ切
ワイドサイズのプリント（カ
ラー・モノクロどちらでも可。
１人５点以内）

賞＝大賞１点５万円、奨励賞５点
１万円、佳作数点記念品

応募締め切り＝11月30日（必着）
応募先＝長岡市体育協会
※応募作品は返却しません。また、
応募作品の使用権は長岡市体育
協会に帰属します。大賞作品およ
び応募作品の一部は長岡市体育
協会発行の刊行物に掲載します

問長岡市体育協会（市民体育
館内）34・2130

料金区分
個 人 団 体（20人以上）

１日（１回） ２時間まで １時間超ごとに

大 人 400円 200円 100円

高齢者（65歳以上）

300円 100円 50円障害者・介助者

高校生

中学生以下
（３歳以下は無料）

150円 50円 30円

悠久山屋外プール 悠久山屋内温水
プール 希望が丘プール

期間 時間 期間 時間 期間 時間

7/1～7
8/1～4
8/13～16
8/27～

9/10

午 前 ９ 時
30分～午
後5時

7/1
～

9/10

午前9時30
分～午後8
時30分
ただし、
8/1 ～ 4、
13～16は
午後5時ま
で

7/1～20
8/1～4
8/13～16
8/21～

9/10

午前 9 時
30分～午
後5時

7/8～31
8/5～12
8/18～25

午前9時30
分～午後8
時30分
（ナイター
営業）

7/21～31
8/5～12
8/17～20

午前 9 時
30分～午
後6時30
分

時 間 平 日 土・日曜日、祝日

午前９時～11時30分
午後１時～５時

○
（7/25～8/31のみ） ○

午後７時～９時 ○ ○

時 間 平 日 土・日曜日

午前９時～11時45分 使用できません ○

午後１時30分～４時20分 ○ ○

時 間 平 日 土曜日 日曜日
祝日

料金（３歳以下無料）

中学生以下 高校生以上

午前９時
～正午

○
（7/25～28と８月のみ）

○
（中学生以下無料） ○ 50円 100円

午後１時
～５時

○
（７・８月のみ） ○ ○ 50円 100円

午後６時
～９時 ○ ○ 使用でき

ません 100円 210円



●
陸
上
競
技
場
と
南
部
体
育
館
の

改
修
工
事
を
し
ま
す

工
事
期
間
中
は
施
設
の
使
用
が

で
き
ま
せ
ん
。

◇
陸
上
競
技
場

工
事
期
間
＝
７
月
17
日

～
９
月

15
日

（
予
定
）

問
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課

32
・
６
１
１
７

◇
南
部
体
育
館

工
事
期
間
＝
７
月
14
日

～
９
月

８
日


※
グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
は

工
事
期
間
中
も
使
用
で
き
ま
す

問
南
部
体
育
館

39
・
３
６
０
０

ホ
ー
ム
利
用
対
象
者
は
、
市
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
40
歳
未

満
の
人
で
す
。

●
第
１
期
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

汗
を
流
し
て
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
ま
し
ょ
う
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
～
９
月
22
日
の

毎
週
金
曜
日
（
計
10
回
）
午
後
７

時
～
８
時
30
分

会
場
＝
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

受
講
料
＝
７
０
０
円

持

ち
物
＝
内
履
き

申
７
月
11
日


～
19
日



ハ
ッ
ピ
ー
体
操
講
習
会（
無
料
）

ハ
ッ
ピ
ー
体
操
は
転
倒
・
骨
折

予
防
に
効
果
が
あ
る
体
操
で
す
。

大
花
火
音
頭
に
合
わ
せ
て
行
う

こ
の
体
操
を
習
得
し
て
、
転
ば
な

い
体
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
直

接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
11
日

午
後
１
時
30

分
～
３
時
・
26
日

午
前
10
時
～

11
時
30
分
（
１
日
の
み
の
参
加
も

可
）

会
場
＝
厚
生
会
館
中
ホ
ー

ル

内
容
＝
転
ば
な
い
た
め
の
お

話
と
ハ
ッ
ピ
ー
体
操
実
技

定
員

＝
１
０
０
人
（
先
着
）


足
腰
健
康
相
談
室
（
無
料
）

肩
や
腰
の
痛
み
を
和
ら
げ
る
た

め
の
運
動
や
認
知
症
予
防
に
も
つ

な
が
る
軽
体
操
な
ど
、
理
学
療
法

士
や
保
健
師
な
ど
が
個
別
相
談
に

応
じ
ま
す
。
２
日
前
ま
で
に
介
護

予
防
推
進
室
へ
電
話
予
約
の
上
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
19
日

午
後
１
時
15

分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー

定
員
＝
３
人
（
先
着
）


あ
な
た
の
健
康
相
談
室（
無
料
）

健
診
結
果
に
つ
い
て
の
相
談
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
・
改
善
す
る

食
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

２
日
前
ま
で
に
健
康
課
へ
電
話
予

約
の
上
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
（
先

着
）。

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
３
時

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー


パ
パ
マ
マ
サ
ー
ク
ル

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
相
談
し
た
り
す
る
場
で
す
。
10

月
を
除
き
、
来
年
３
月
ま
で
毎
月

実
施
し
ま
す
。

日
時
＝
８
月
26
日

午
後
１
時
45

分
～
３
時
45
分

会
場
＝
健
康
セ

ン
タ
ー

対
象
＝
妊
婦
と
配
偶
者

定
員
＝
35
組
（
先
着
）

内
容
＝

沐
浴
実
習
、
助
産
師
・
保
健
師
か

ら
の
情
報
提
供

持
ち
物
＝
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
沐
浴
実

習
用
タ
オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

申

７
月
26
日

か
ら

●
全
国
大
会
等
出
場
者
に

助
成
金
等
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
国
際
的
ま
た
は
全
国

的
な
大
会
等
に
出
場
す
る
人
に
、

助
成
金
な
ど
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

制
度
の
詳
細
や
申
請
手
続
き
な

ど
は
、
大
会
出
場
前
に
次
の
担
当

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
小
・
中
学
生
が
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
全
国
大
会
等
に
出
場

す
る
と
き
】

小
・
中
学
生
の
保
護
者
に
助
成

金
を
交
付
し
ま
す
。

担
当
＝
学
務
課

39
・
２
２
３
９

（
中
之
島
・
越
路
・
三
島
・
山
古
志
・

小
国
・
和
島
・
寺
泊
・
栃
尾
・
与
板
の

各
地
域
の
対
象
者
は
、
合
併
前
の

制
度
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
教
育
委
員
会
各
分
室
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
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ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


32
・
６
１
１
７

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム


32
・
４
４
２
９

介
護
予
防
推
進
室


39
・
２
２
６
８

健
康
課


32
・
５
０
０
０

不妊治療費の助成期間を延長しました
不妊治療を行う夫婦の経済的負担を軽減するため、新潟県

と長岡市で特定不妊治療費（体外受精または顕微授精）に要
する費用の一部を助成しています。４月実施分から助成期間
を通算２年から通算５年に延長しました。

問長岡市不妊治療費助成事業…健康課32・5000
新潟県特定不妊治療費助成事業

…長岡地域振興局地域保健課33・4931

7/12、
8/9

期
日

食
事
や
健
康
に

関
す
る
こ
と

内

容

各４人 定員

管
理
栄
養
士

保
健
師

担

当

長岡市不妊治療費助成事業
新潟県特定不妊治療費

助成事業

対象者

法律上の婚姻をしている夫婦で、
次の①～③すべてに該当する人

①特定不妊治療以外の治療法で
は、妊娠の見込みがないかまた
は極めて少ないと医師に診断さ
れた人

②夫婦のいずれかが市内に住所
のある人

③夫婦の前年分の所得の合計額
が650万円以上である人

同左

①同左

②夫婦のいずれかが新潟県
内（新潟市を除く）に住所
のある人

③夫婦の前年分の所得の合
計額が650万円未満である
人

対象と
な る
治 療

夫婦の間で行われる特定不妊治
療で、指定医療機関※において
行われる治療

同左

助成額 1回につき８万円 １年度あたり上限10万円

助 成
回 数

通算5年間、1年度あたり1回 通算5年間

申 請
方 法

治療前に関係書類を提出
治療終了後速やかに関係書
類を提出

申請先 長岡市健康課（健康センター内）長岡地域振興局地域保健課

※指定医療機関についてはお問い合わせください

７月は愛の血液助け合い運動月間です

次の会場で献血を行います。ご協力をお願いします。
期日＝７月８日 時間＝午前10時～11時45分、午後１
時～４時 会場＝ジャスコ長岡店 問健康課32・5000

【
高
校
生
以
上
が
ス
ポ
ー
ツ
の
全

国
大
会
等
に
出
場
す
る
と
き
】

本
人
ま
た
は
団
体
に
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す
。

担
当
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

32
・

６
１
１
７

【
心
身
障
害
者
が
ス
ポ
ー
ツ
の
全

国
大
会
等
に
出
場
す
る
と
き
】

本
人
ま
た
は
団
体
に
激
励
費
を

交
付
し
ま
す
。

担
当
＝
福
祉
相
談
課

39
・
２
２

１
８

●
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

７
月
中
旬
に
「
平
成
18
年
度
介

護
保
険
料
決
定
通
知
書
（
確
定
賦

課
）
兼
納
付
通
知
書
」
を
お
送
り

し
ま
す
。
保
険
料
額
や
納
付
方
法

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
の
人
は
年
金
か
ら
天

引
き
し
、
口
座
振
替
の
人
は
納
期

限
日
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
ま

す
。納

付
書
で
納
め
る
人
に
は
、
７

～
９
月
分
の
納
付
書
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
（
10
月
以
降
分
の
納

付
書
は
10
月
と
１
月
に
送
付
）。

問
介
護
保
険
課

39
・
２
２
４
５

●
犬
・
猫
を
飼
う
人
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

【
犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
】

犬
を
新
し
く
飼
う
と
き
は
、
必

ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
１
回
、
狂
犬
病
の
予
防
注

射
を
受
け
、
一
度
飼
っ
た
犬
は
絶

対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
む
や
み
に
吠
え
た
り
、

人
に
か
み
つ
い
た
り
し
な
い
よ
う

綱
や
鎖
で
つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

散
歩
の
時
に
は
、
ふ
ん
・
尿
で

道
路
や
民
家
の
塀
、
庭
を
汚
し
て

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
を
持
参
し
、
責
任
を
持

っ
て
ふ
ん
の
後
始
末
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
猫
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
】

猫
を
飼
う
と
き
は
、
周
囲
の
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
自
宅

で
用
便
を
す
る
よ
う
し
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
猫
を
捨
て
る
の
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
繁
殖
を
望
ま

な
い
場
合
は
、
避
妊
や
去
勢
を
し

て
野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
飼
っ
て
い

る
猫
の
消
息
が
把
握

で
き
る
よ
う
、
連
絡

先
を
書
い
た
首
輪
な

ど
の
目
印
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
場
合
、
３

万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
環
境
業
務
課

24
・
２
８
３
７

●
不
審
な
排
水
設
備
点
検
業
者
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

最
近
、
市
か
ら
頼
ま
れ
た
と
偽

っ
て
、
各
家
庭
の
排
水
管
の
詰
ま

り
を
点
検
・
清
掃
し
て
、
代
金
を

請
求
す
る
業
者
が
い
る
と
い
う
情

報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
岡
市
が
、
業
者
に
排
水
管
の

点
検
や
清
掃
を
依
頼
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

市
か
ら
頼
ま
れ
た
と
言
っ
て
業

者
が
訪
問
し
た
と
き
は
、
断
っ
た

上
、
下
水
道
管
理
課
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
管
理
課

39
・
２
２
３

５●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な

訪
問
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

６
月
か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

が
、
消
防
署
の
職
員
が
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
や
、
あ
っ
せ
ん
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
防
署
の
職
員
と
偽
っ
て
火
災

警
報
器
の
訪
問
販
売
や
あ
っ
せ
ん

を
し
て
、
法
外
な
金
額
を
請
求
す

る
悪
質
な
業
者
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
大
手
通
中
央
東
地
区
第
一
種
市

街
地
再
開
発
事
業
の
都
市
計
画

決
定
お
よ
び
高
度
利
用
地
区
の

変
更
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
28
日

午
後
７
時
か

ら

場
所
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
２
０

２
・
２
０
３
会
議
室

問
ま
ち
な

か
活
性
課

39
・
２
８
０
７
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国民健康保険に加入しているみなさんへ

国民健康保険は、万が一のけがや病気に備えて加
入者のみなさんが保険料を出し合い、かかった医療
費にあてる助け合い制度です。

問国保医療課39・2220

●８月からの新しい保険証を郵送します
新しい保険証は、世帯ごとにまとめて７月末日までに

配達記録郵便でお送りします。保険証は家族一人ひとり
が携帯できるように１人１枚のカードになっています。
名前を確認の上、大切に保管してください。
●保険料の納付通知書を郵送します
平成18年度の保険料納付通知書を７月中旬にお送りし

ます。各納期限までに忘れずに納めてください。
☆加入・脱退の届け出はお早めに！
就職などで他の保険に加入した場合は、国保を脱退す

る届け出が必要です。また、退職などで社会保険などの
資格をなくした場合は、国保に加入する届け出が必要で
す。届け出が遅れると、資格がなくなったときまでさか
のぼって保険料を納めていただくことになりますので、
早めに届け出をしてください。
手続先＝市役所本庁市民課②番窓口、各支所市民生活課

または市民サービスセンター
☆保険料の納付は安心・便利な口座振替で
申し込みに必要なもの＝預金通帳、通帳の届出印、口座

振替申請書（申請書は市役所または市内各金融
機関の窓口にあります）

手続先＝通帳をお持ちの金融機関窓口

市民税非課税世帯の人は
入院中の食事の一部負担金が減額されます
国民健康保険の加入者や老人保健の該当者で、市民税

非課税世帯の人は入院中の食事の一部負担金１食260円が、
１食210円に減額されます。また、次の①・②の条件に該
当する人は、さらに減額されます。

①過去12カ月の入院日数が90日を超えている人
…１食160円

②70歳以上の人または老人保健該当者で、世帯全員
の所得が０円の人…１食100円

☆減額を受けるには減額認定証の申請が必要です
申請先＝市役所本庁１階国保医療課⑨⑩番窓口または各

支所市民生活課
必要なもの＝保険証、老人保健医療受給者証（老人保健

該当者のみ）

◆すでに減額認定証が交付されている人で引き続き該当
する人には、更新の手続きをしなくても新しい認定証
を７月下旬に送付します。

◆70歳以上の人または老人保健該当者で、減額認定証が
交付された人は、医療費が高額になったときの１カ月
の自己負担限度額も減額されます。

問国保医療課39・2220



●
計
量
器
定
期
検
査
を

実
施
し
ま
す

取
引
や
証
明
の
た
め
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
は
、
計
量
法
に
よ

り
新
潟
県
が
実
施
す
る
定
期
検
査

を
２
年
に
１
回
受
検
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
は
、
長
岡
地
域
お
よ
び

山
古
志
地
域
の
事
業
所
が
対
象
で

す
。
平
成
16
年
度
に
受
検
し
た
事

業
所
に
は
事
前
調
査
書
を
７
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。
調
査
書
が
届

か
な
い
事
業
所
や
新
た
に
検
査
を

受
け
る
事
業
所
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

検
査
期
間
＝
８
月
22
日

～
９
月

15
日

（
検
査
の
日
時
、
会
場
な

ど
に
つ
い
て
は
後
日
通
知
）

問
工
業
振
興
課

39
・
２
２
２
２
、

山
古
志
支
所
産
業
課

46
・
１
５

０
４

●
ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
花
火

花
火
に
よ
る
事
故
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
注
意
書
や
使
用
方
法
を
守
る
。

②
水
を
用
意
し
、
残
り
火
を
完
全

に
消
す
。

③
風
の
強
い
時
は
花
火
を
し
な
い
。

④
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や

す
い
も
の
の
あ
る
場
所
で
花
火

を
し
た
り
し
な
い
。

⑤
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な

い
。

⑥
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

を
つ
け
た
り
、
花
火
を
ほ
ぐ
し

た
り
し
な
い
。

⑦
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
筒
の

中
を
の
ぞ
か
な
い
。

問
消
防
本
部
予
防
課

35
・
２
１

９
０

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島

中
部
地
震
へ
の
義
援
金
募
集

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
新
潟
県

を
経
由
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使

館
に
届
け
ま
す
。

①
募
金
箱
へ
直
接
持
参

設
置
場
所
＝
市
役
所
１
階
案
内
所
、

市
民
セ
ン
タ
ー
内
ま
ち
の
情
報
コ

ー
ナ
ー
、
各
支
所
市
民
生
活
課

②
銀
行
窓
口
か
ら
振
り
込
み

口
座
名
＝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
震
新

潟
県
民
募
金
事
務
局
代
表
森
邦
雄

口
座
番
号
＝
第
四
銀
行
県
庁
支
店

・
普
通
預
金
口
座
・
１
２
７
１
５

２
６
、
北
越
銀
行
県
庁
支
店
・
普

通
預
金
口
座
・
２
５
２
２
５
９
、

大
光
銀
行
新
潟
支
店
・
普
通
預
金

口
座
・
３
０
０
３
５
１
５
（
同
一

銀
行
の
本
支
店
窓
口
か
ら
の
振
り

込
み
は
手
数
料
無
料
）

募
集
期

間
＝
７
月
31
日

ま
で

問
国
際

文
化
課

39
・
２
２
０
７

●
７
月
22
日

～
31
日

は

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

「
ゆ
ず
り
合
う

さ
わ
や
か
ド
ラ
イ
ブ

夏
の
道
」

夏
の
開
放
感
か
ら
く
る
無
謀
な

運
転
や
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長
距
離
を
運

転
す
る
と
き
は
早
め
の
休
憩
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
万
が
一
の

交
通
事
故
か
ら
大
切
な
命
を
守
り

ま
す
。
運
転
席
や
助
手
席
だ
け
で

な
く
、
全
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

担
当
＝
生
活
課

39
・
２
２
０
６

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

●
夏
の
生
ご
み
対
策
は
水
き
り
と

生
ご
み
処
理
機
器
の
活
用
で

夏
は
、
ス
イ
カ
な
ど
水
分
を
多

く
含
ん
だ
生
ご
み
が
多
く
な
り
ま

す
。水

の
切
れ
て
い
な
い
生
ご
み
は
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
臭
の
原

因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
水
が
ご

み
収
集
車
か
ら
こ
ぼ
れ
て
道
路
を

汚
し
て
、
付
近
に
迷
惑
を
か
け
ま

す
。生

ご
み
は
、
絞
っ
た
り
乾
か
し

た
り
し
て
か
ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
生
ご
み
の
量
を
減
ら
す
た
め
に

生
ご
み
処
理
機
や
た
い
肥
化
容

器
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
購
入
金
額
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市

の
指
定
取
扱
店
か
ら
生
ご
み
処
理

機
器
を
購
入
し
て
自
宅
で
使
用
す

る
人
（
取
扱
店
は
店
頭
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
）

補
助
率
と
額
＝

購
入
金
額
の
２
分
の
１
で
、
電
動

生
ご
み
処
理
機
は
上
限
３
０
、０
０

０
円
、
た
い
肥
化
容
器
は
上
限
３
、

０
０
０
円

申
指
定
取
扱
店
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
し
て
〒
９
４
０

―
０
０
１
５
寿
３
の
６
の
１
環
境

業
務
課

24
・
２
８
３
７
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
。
各
支
所
の
市
民
生

活
課
（
栃
尾
支
所
は
環
境
衛
生
課
）

で
も
受
け
付
け
ま
す

●
「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％

in
に
い
が
た
」
参
加
者
募
集

地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

を
進
め
る
運
動
「
チ
ー
ム
・
マ
イ

ナ
ス
６
％
in
に
い
が
た
」
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
「
チ
ー
ム

員
宣
言
」
で
き
ま
す
。

参
加
者
に
は
チ
ー
ム
パ
ス
を
差

し
上
げ
る
ほ
か
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
で
最
新
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
６
％
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.team

-6.jp

（
携
帯
電
話http

://w
w
w
.team

-6.jp
/m

ob
ile

）

問
環
境
政
策
課

24
・
０
５
２
８

●
農
薬
を
使
用
す
る
み
な
さ
ん
へ

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、

残
留
農
薬
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

制
度
（
農
薬
な
ど
の
残
留
す
る
食

品
の
販
売
な
ど
を
原
則
禁
止
す
る

制
度
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
周

辺
の
作
物
へ
の
飛
散
防
止
を
徹
底

し
、
安
心
・
安
全
な
農
作
物
の
生

産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
粉
剤
は
飛
散
の
危
険
が

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
政
課

39
・
２
２
２
３

●
航
空
防
除
に
ご
理
解
を
！

安
定
し
た
米
の
生
産
を
行
う
た

め
、
今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
田
の
航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
８
月
１
日

…
長
岡
地
域

（
下
川
西
・
福
戸
・
深
沢
・
才
津

地
区
）・
三
島
地
域
・
和
島
地
域
、

２
日

…
長
岡
地
域
（
山
本
・
黒

条
・
新
組
・
王
寺
川
・
関
原
・
宮

本
地
区
）・
寺
泊
地
域
、
３
日

…

与
板
地
域
、
６
日

…
小
国
地
域

（
い
ず
れ
も
天
候
不
良
な
ど
に
よ

り
順
延
の
場
合
あ
り
）

時
間
＝

日
の
出
～
お
お
む
ね
午
前
９
時
（
小

国
地
域
は
午
前
10
時
30
分
ま
で
。

作
業
中
断
時
間
は
長
岡
・
三
島
地

域
は
午
前
７
時
30
分
～
８
時
10
分
、

与
板
・
和
島
・
小
国
地
域
は
午
前

７
時
30
分
～
８
時
、
寺
泊
地
域
は

午
前
７
時
30
分
～
８
時
30
分
）

近
隣
市
町
村
実
施
予
定
日
＝
出
雲

崎
町
…
８
月
３
日

、
柏
崎
市
…

８
月
３
日

～
６
日

、
刈
羽
村

…
８
月
４
日


問
農
政
課

39

・
２
２
２
３
、
中
越
農
業
共
済
組

合

36
・
８
０
２
２

●
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

期
間
＝
７
月
１
日
～
平
成
19
年
３

月
31
日

対
象
地
域
＝
長
岡
地
域

と
栃
尾
地
域
の
人
口
集
中
地
区

内
容
＝
街
区
基
準
点
の
測
量
作
業

問
道
路
管
理
課

39
・
２
２
３
２

ま
た
は
国
土
地
理
院
北
陸
地
方
測

量
部

０
７
６
・
４
４
１
・
２
０

８
６
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７月は河川・海岸愛護月間
～河川や海岸を大切に利用しましょう～

河川や海岸は、私たちのくらしに潤いや、やすらぎ
を与えてくれる貴重な財産です。安全に快適に市民の
みなさんから親しまれるよう、清掃や環境美化に努め
るなど大切に利用しましょう。

問河川課39・2233

25 市政だより 2006.7

～日本一災害に強い都市（まち）を目指して～

地域の防災力向上を支援します！

地域の特性を生かした取り組みなど、自主防災組織の
モデルとなる地域の活動を支援します。
対象団体＝長岡市内で活動をする自治会、町内会、自主

防災会のほか、これらに類する団体で、運営
・構成などの規約を持つ団体

補助対象経費＝町内会や自主防災会などが自主的に行う
防災活動事業費

補助金額＝補助対象経費の80％以内（上限20万円）
補助団体数＝10団体

申７月10日～８月11日に、所定の申込書に記入し、
長岡地域の団体は市役所５階危機管理防災課、中之島
・越路・三島・山古志・小国・和島・寺泊・栃尾・与
板各地域の団体は各支所地域振興課へ。詳しくは、募
集要項をご覧ください。募集要項と申込書は市役所１
階市民情報ラウンジ、５階危機管理防災課、市民セン
ター１階、各支所地域振興課にあります。また、市の
ホームページからダウンロードできます

問危機管理防災課39・2262または各支所地域振興課

長岡市防災モデル事業育成支援補助制度自主防災組織の

活動を支援

地域防災のリーダー

「市民防災安全士」

を育成 「中越市民防災安全大学」開講！
町内会や自主防災会を支えるみなさん、防災の

知識や技術を身につけて地域で活躍しませんか。卒業生
には「中越市民防災安全士」の認定書を交付します。ま
た、卒業後も安全大学が防災の知識や技術をサポート。
卒業生でつくる「市民安全ネットワーク」が、防災情報
の共有や相互の交流を支援します。
対象＝高校生以上の長岡市民
定員＝50人 参加料＝15,000円（入校～卒業）
講師＝地元大学をはじめとする全国の防災専門家、行政

などの実務担当者ほか
会場＝市民センター（受講者には、大手通地下駐車場の

駐車券を用意します）
申７月18日までに中越防災安全推進機構（市民センター
５階）・36・8141へ。詳しくは、市役所１階市民情報ラ
ウンジ、５階危機管理防災課、各支所地域振興課、市民セ
ンター１階にあるパンフレットをご覧ください。また、
「ながおか防災情報」ホームページhttp://www.bousai.ci
ty.nagaoka.niigata.jpからもご覧になれます

問中越防災安全推進機構36・8141または
危機管理防災課39・2262

講座スケジュールと内容

期 日 内 容

７ /22 入校式、2004災害（水害、地震、豪雪）から学ぶ

８ /５ 災害を知り、身を守り、家を守る

12 災害と情報

26 災害と危機管理、リーダーシップ

９ /２ 災害と医療、心のケア、ボランティア

16 自然の破壊力

30 災害と復興

10/７ 実技１（災害を想定した図上訓練）

14 実技２（普通救命講習）

28 被災地視察（山古志地域、小千谷市、川口町など）

11/11 長岡の防災力

18 事例にみる住民自主防災活動

25 総括、卒業式

時間＝いずれも午後１時30分～５時
講座数＝全26講座（１日２講座ずつ）

■
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
８
月
２
日
・
３
日

☆
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

花
火
大
会
当
日
は
、
国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
臨
時
駐
車
場
か
ら

西
長
岡
は
な
み
ず
き
団
地
内
（
大
島
本
町
２
・
３
、
会
場
ま
で
徒

歩
10
分
）
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
臨
時
駐
車
場
の

利
用
料
金
は
１
台
１
、５
０
０
円
で
す
。

な
お
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
た
め
、大
島
・
希
望
が
丘
・
日
越
地

区
の
一
部
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
自
転
車
で
お
出
か
け
の
人
へ
～
無
料
駐
輪
場
の
ご
案
内
～

太
子
公
園
（
日
赤
町
１
）
と
緑
町
児
童
遊
園
（
緑
町
１
）
に
自

転
車
無
料
駐
輪
場
を
設
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
早
朝
清
掃
に
ご
理
解
を

花
火
大
会
の
ご
み
処
理
は
、
大
会
の
翌
日
に
実
施
し
ま
す
。

近
隣
町
内
の
み
な
さ
ん
に
は
、
朝
早
く
か
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
神
田
明
神
神
輿

み
こ
し

の
担
ぎ
手
大
募
集
！

東
京
・
神
田
か
ら
「
神
田
明
神
神
輿
」

が
復
興
応
援
団
と
し
て
や
っ
て
き
ま
す
。

神
田
神
輿
を
担
い
で
み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
神
田
衆
が
直
接
指
導

し
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

日
時
＝
８
月
２
日

午
前
11
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
（
午
前
９
時
30
分
厚

生
会
館
集
合
）

会
場
＝
大
手
通
り

募
集
人
数
＝
１
５
０
人
（
先
着
）

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
は
ん
て
ん
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
）

※
足
袋
、
ダ
ボ
シ
ャ
ツ
、
半
股
引
き
の
貸
衣
装
あ
り
（
別

途
１
、０
０
０
円
）

申
７
月
18
日

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
靴
と

服
の
サ
イ
ズ
を
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
長
岡

復
興
神
田
神
輿
実
行
委
員
会
・
高
橋
さ
ん
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内

ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
）

39
・
２
７
６
１
、

39
・
２
７
６

５
、
Ｅ
メ
ー
ルn

-s@
soiga.com

へ

〈
長
岡
復
興
神
田
神
輿
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

h
ttp

:/
/
so

ig
a.co

m
/
k
an

d
a/

長
岡
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ

問

長
岡
ま
つ
り
協
議
会

39
・
２
２
２
１

在住外国籍市民向け「地震時避難リーフレット」を配布しています

地震発生時に安全に避難するための基礎知識を、絵や記号で分かりやすく解説したリーフレット
です。裏面には地震災害や防災に関する情報を記載しました（英語版・中国語版・ポルトガル語版の
３種類あり）。市民課の外国人登録の窓口や、市民センター内の国際交流センター、各支所などで配布
しています。

リーフレットはパスポートサイズで耐水・耐久性に優れた紙を使用 問国際交流センター39・2714
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10
月
７
日

に
開
催
さ
れ
る

「
米
百
俵
ま
つ
り
」
の
メ
ー
ン

イ
ベ
ン
ト
「
越
後
長
岡
時
代
行

列
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
は
旧
長
岡
藩
主
・
牧
野

家
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
愛
知
県

豊
川
市
の
奇
祭
「
う
な
ご
う
じ

祭
り
」
が
特
別
参
加
し
ま
す
。

【
募
集
す
る
配
役
…
人
数
】

①
虎
御
前
と
虎
千
代
（
戦
国
の

武
将
・
上
杉
謙
信
の
母
と
幼
少

時
代
の
上
杉
謙
信
）
…
母
子
５

組
10
人

②
牧
野
忠
成

た
だ
な
り

公
と
姫
君
（
長
岡

藩
初
代
藩
主
と
姫
君
）
…
男
女

ペ
ア
１
組

③
牧
野
忠
訓

た
だ
く
に

公
（
長
岡
藩
12
代

藩
主
）
…
男
性
１
人

④
牧
野
忠
訓
公
姫
君
…
女
性
１

人

⑤
長
岡
藩
士
…
男
女
問
わ
ず
若

干
名
（
衣
装
各
種
あ
り
）

⑥
う
な
ご
う
じ
祭
り
・
や
ん
よ

う
神
…
男
性
若
干
名

【
応
募
条
件
】

ま
つ
り
当
日
に
衣
装
を
着
け

て
行
進
で
き
、
数
回
の
事
前
打

ち
合
わ
せ
に
参
加
で
き
る
人

（
①
は
小
学
１
・
２
年
生
の
親

子
。
②
～
⑤
は
高
校
生
以
上
。

⑥
は
成
人
男
性
）

【
選
考
】

①
～
④
は
8
月
下
旬
こ
ろ
に

選
考
会
を
実
施
。
⑤
⑥
は
選
考

せ
ず
、
予
定
人
数
に
達
し
た
時

点
で
締
め
切
り

【
申
し
込
み
】

８
月
21
日

ま
で
に
観
光
課

内
米
百
俵
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局

39
・
２
２
２
１
へ

●
「
越
後
長
岡
時
代
行
列
」

企
画
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

ま
つ
り
当
日
は
、
時
代
装
束

で
活
動
し
ま
す
。

活
動
日
＝
８
月
か
ら
米
百
俵
ま

つ
り
の
当
日
ま
で
に
10
回
程
度

の
会
合（
平
日
の
夕
方
）を
予
定

申
観
光
課
内
米
百
俵
ま
つ
り
実

行
委
員
会
事
務
局

39
・
２
２

２
１

第２回都市景観賞の候補を募集します
市では、愛着と誇りの持てるまちを目指して、長岡

らしい優れた景観を「守り」「育て」「つくる」ことに
貢献している建物や活動を表彰しています。
みなさんのお気に入りの美しい景観をつくり出して

いる建築物や市民の活動などを推薦してください。
【推薦の対象】
①市内の建築物（住宅・店舗・事務所・倉庫・工場な
ど）、工作物（看板・柵・モニュメント・門・塀など）、
庭園、樹木、並木などで次のようなもの（国または
地方公共団体の所有・管理するものは除く）
◆歴史的価値や地域の伝統を受け継ぎ、長年にわた
って良好に維持されているもの（守る）

◆周辺環境に調和するデザインまたは地域の景観を
リードするデザインにより美しい都市景観をつく
り出しているもの（つくる）

②都市景観に貢献する地域活動など（まちづくり活動、
緑化活動、美化活動など）を行っている個人、団体
（育てる）

【応募方法】
９月29日までに、推薦する対象の

名称、所在地、選んだ理由、応募者の
住所、氏名、電話番号を、はがき、フ
ァクスまたはＥメールで〒940-0061城
内町３の４の14長岡市都市計画課39
・2225、39・2270、Ｅメールtoshikei
＠city.nagaoka.lg.jpへ。市役所本庁１
階市民情報ラウンジ、各支所、市民セ
ンター、各地区公民館などにある専用
はがきでも応募できます（１人何点で
も応募可。自薦・他薦は問いません）。
応募者の中から抽選で50人に図書カー
ドを贈呈します
【表彰式】来年１月（予定）

温泉施設整備の検討開始！
長岡市温泉利用施設整備検討委員会

委 員 募 集

栃尾地域の赤谷地区に湧出した温泉の利用について
検討する委員を募集します。温泉の有効な活用方法や
施設の整備について、一緒に考えませんか。
募集人数＝２人（公募以外の委員は有識者など６人程

度）
任期＝平成18年８月から（今年度は４回程度の会議を

予定）
報酬＝会議１回につき9,100円
選考方法＝書類審査および面接
申７月18日までに住所、氏名、年齢、性別、電話番
号、職業（職種）、志望の動機（800字程度、様式自
由）を、封書またはＥメールで〒940-8501（住所記
入不要）長岡市福祉総務課39・2217、Ｅメールfu
kushi＠city.nagaoka.lg.jpへ（応募書類は返却しま
せん）

問福祉総務課39・2217

「
越
後
長
岡
時
代
行
列
」
参
加
者
募
集

第１回 受賞物件・活動
（平成15年度）

●守る
越のむらさき（摂田屋３）

機那
き な

サフラン酒本舗

鏝絵
こてえ

の蔵（摂田屋４）

●育てる
関原地区花いっぱい運動協
議会活動

●つくる
文（千手３）
長岡市医師会館（寺島町）
長岡市ホームページ内都市
計画課のページで写真をご
覧になれます

▲湧出した温泉は約53℃のナト
リウム塩化物泉です（写真は昨
年９月14日の現場公開で）

▲歌に合わせ
て転がるやん
よう神

●
長
岡
市
表
彰
と
長
岡
市
地
域

社
会
貢
献
者
褒
賞
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
行

う
「
長
岡
市
表
彰
」
と
「
長
岡
市

地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
」
の
候
補

者
の
推
薦
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
長
岡
市
表
彰
の
対
象
】

①
長
岡
市
の
自
治
、
社
会
福
祉
、

保
健
衛
生
、
生
活
環
境
、
商
工

業
、
農
林
業
、
教
育
、
体
育
、

文
化
、
交
通
安
全
、
防
犯
な
ど

の
活
動
に
尽
く
さ
れ
、
功
績
の

著
し
い
個
人
ま
た
は
団
体

②
市
民
の
模
範
と
し
て
表
彰
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
行
い
を
さ
れ
た

個
人
ま
た
は
団
体

【
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞

の
対
象
】

奉
仕
、
慰
問
な
ど
の
活
動
を
通

じ
て
明
る
く
住
み
良
い
地
域
社
会

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
、
地
域
社
会

の
発
展
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た

個
人
ま
た
は
団
体

締
め
切
り
＝
８
月
18
日


問
庶

務
課

39
・
２
２
０
３

●
図
書
館
司
書（
非
常
勤
嘱
託
員
）

募
集

募
集
人
数
＝
３
人
程
度
（
社
会
保

険
に
加
入
）

雇
用
期
間
＝
９
月

１
日
～
平
成
19
年
３
月
31
日

応

募
資
格
＝
司
書
の
資
格
を
有
し
、

市
立
図
書
館
に
通
勤
可
能
な
人

報
酬
＝
月
額
14
万
円

勤
務
時
間

＝
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制

勤
務（
１
日
８
時
間
勤
務
、月
16
日

程
度
、遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
７

月
27
日


申
７
月
10
日

～
21

日

に
教
育
総
務
課
（
幸
町
分
室

２
階
）
ま
た
は
各
図
書
館
に
あ
る

所
定
の
申
込
書
を
教
育
総
務
課
へ

問
教
育
総
務
課

39
・
２
２
３
６

●
統
計
調
査
員
募
集

国
勢
調
査
な
ど
の
各
種
統
計
調

査
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
員
と

し
て
熱
意
を
持
っ
て
ご
協
力
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
統
計
調
査
の
仕
事
に

興
味
の
あ
る
み
な
さ
ん

研
修
会
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

日
時
＝
７
月
20
日

午
後
１
時
30

分
～
４
時

会
場
＝
市
立
劇
場
小

ホ
ー
ル

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

対
象
＝
20
歳
以
上

内
容
＝
統
計

で
見
る
長
岡
市
の
姿
に
つ
い
て
の

話
と
ビ
デ
オ
視
聴

講
師
＝
庶
務

課
職
員

申
７
月
14
日

ま
で
に

庶
務
課

39
・
２
２
４
８
へ
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急患診療のお知らせ
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご利用ください。

休日急患診療所（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは休日急患診療
所へ

中越こども急患センター（西千手２の５の１健康センター内）

小国診療所（小国町楢沢88）

休日在宅当番医（見附・中之島地区）

受付時間はお問い合わせください。

夜間等の当番病院
①平日夜間当番病院

②休日当番病院

※受診者数によっては待ち時間が長くなることがあります。

診療科目 受付時間

休 日 急 患 診 療 所
35・8255
35・8266

内科（小児科）
・外科

午前９時～11時30分
午後１時～５時30分

休日急患歯科診療所
33・9644 歯科 午前９時～11時30分

午後１時～３時30分

診療科目 受付時間

中越こども急患センター
94・4636 小児科 月～金（祝休日は除く）

午後６時45分～９時30分

診療科目 受付時間

小 国 診 療 所
95・2010 内科・歯科

第３日曜日のみ
午前８時30分～11時30分
午後３時～４時30分

月曜日・木曜日 長岡赤十字病院28・3600

火曜日・金曜日 長岡中央綜合病院35・3700

水曜日・土曜日 立 川 綜 合 病 院33・3111

７月２日・17日
８月６日 立 川 綜 合 病 院33・3111

７月９日・23日 長岡赤十字病院28・3600

７月16日・30日 長岡中央綜合病院35・3700

期 日 内 科 外 科

７月２日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

９日 杏 仁 堂 医 院62・0123 わたなべ皮フ科62・7750

16日 さ え き 内 科66・8500 石 澤 医 院62・2500

17日 霜 鳥 医 院62・0579 貝 瀬 皮 膚 科66・8100

23日 関 谷 医 院61・0205 見 附 南 医 院63・4477

30日 石 川 医 院66・2140 金 井 医 院62・0116

８月６日 見附市立病院62・2800 見附市立病院62・2800

▲事業所や世帯などを訪問し、
調査を行います

土・日・祝日および年末年始は小児救急医療電話相談をご利用ください

025・288
母・パパ

・2525
ニコニコ

または＃8000（プッシュ回線専用） 受付時間＝午後７時～10時
お子さんの具合が悪いとき、経験豊富な看護師が必要により医師の助言を受けて相談をお受けします。

問県医薬国保課025・285・5511（内線2543）、健康課32・5000
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長岡市職員を募集します（平成19年４月採用）

■一般事務Ⅰ種／保健師

受 付 期 間＝７月20日～23日（土曜日、日曜日も受け付けます）
第１次試験日＝８月27日

■一般事務Ⅱ種／一般事務（身体障害者対象）／建築技術Ⅰ種／土木
技術Ⅰ種・Ⅱ種／博物館専門職員（動物学〔鳥類〕）／保育士／消防
Ⅰ種・Ⅱ種

受 付 期 間＝８月17日～20日（土曜日、日曜日も受け付けます）
第１次試験日＝９月17日 ※一般事務職員（身体障害者対象）は左記の

ほか試験あり

申し込みは、受験者本人が職員採用試験申込書を持参してください（郵送
および代理人による提出はできません）。受験資格や受験手続き、試験の方法
などの詳細については試験案内をご覧ください。

◆試験案内および申込書類の入手方法
試験案内および申込書類（申込書、受験票、健康診断書（身体障害者のみ））

は、総務部人事課（市役所本庁４階）、市役所本庁１階案内所、各支所地域振
興課、市民センター、中央図書館および各地域図書館で配布します。郵送請
求の場合は、封筒の表に「試験案内請求」と朱書きし、120円切手を張ったあ
て先明記の返信用封筒（角形２号）および受験職種を明記したメモを同封の
上、右記までご請求ください。
試験案内および申込書類は、長岡市ホームページhttp://www.city.nagaoka.ni

igata.jpからダウンロードできます。

採用職種 採用予定人員 受 験 資 格

一般事務職員Ⅰ種 15人程度
昭和52年４月２日～昭和60年４月１日に生まれた人（学
歴・性別不問）

保健師 １人程度
昭和51年４月２日以後に生まれた人で、保健師の免許を
有する人または平成19年に行われる保健師国家試験によ
り免許を取得する見込みの人（性別不問）

採用職種 採用予定人員 受 験 資 格

一般事務職員Ⅱ種 ４人程度
昭和60年４月２日～平成元年４月１日に生まれた人（学
歴・性別不問）

一般事務職員
（身体障害者対象）

１人程度
昭和52年４月２日～平成元年４月１日に生まれた人で、
右記備考２の条件を満たす人（学歴・性別不問）

建築技術職員Ⅰ種 １人程度
昭和52年４月２日～昭和60年４月１日に生まれた人（学
歴・性別不問。ただし、建築に関する専門の課程を履修
していること）

土木技術職員Ⅰ種 ２人程度
昭和52年４月２日～昭和60年４月１日に生まれた人（学
歴・性別不問。ただし、土木に関する専門の課程を履修
していること）

土木技術職員Ⅱ種 １人程度
昭和60年４月２日～平成元年４月１日に生まれた人（学
歴・性別不問。ただし、土木に関する専門の課程を履修
していること）

博物館専門職員
（動物学〔鳥類〕）

１人程度

昭和47年４月２日以後に生まれた人で、大学において動
物（鳥類）の分類もしくは生態に関する専門の課程を履
修し、卒業した人または平成19年３月卒業見込みの人（性
別不問）

保育士 若 干 名

昭和56年４月２日以後に生まれた人で、保育士の資格を
有する人または児童福祉法施行令による保育士を養成す
る学校その他の施設を平成19年３月までに卒業し、保育
士資格を取得見込みの人（性別不問）

消防職員Ⅰ種 ６人程度
昭和55年４月２日～昭和60年４月１日に生まれた人で、
右記備考３の条件を満たす人（学歴・性別不問）

消防職員Ⅱ種 ５人程度
昭和60年４月２日～平成元年４月１日に生まれた人で、
右記備考３の条件を満たす人（学歴・性別不問）

【備考】
１ Ⅰ種、Ⅱ種とは、試験の程度（難
度）を表すもので、Ⅰ種は大学卒
業程度、Ⅱ種は高校卒業程度です。

２ 一般事務職員（身体障害者対象）
の受験条件
①自力で通勤ができ、かつ、介護
者なしに事務職として職務の遂
行が可能であること

②申し込み時点で身体障害者手帳
の交付を受けていること

③通常の活字印刷文による出題お
よび口述による面接試験に対応
できること

３ 消防職員の受験条件
①身長＝男性160㎝／女性155㎝以
上であること

②胸囲＝男性80㎝／女性77㎝以上
であること

③体重＝男性50㎏／女性45㎏以上
であること

④視力＝左右とも裸眼視力0.3以上
で、色覚が正常（赤、青、黄色
の識別ができること）であるこ
と

⑤聴力＝左右とも正常であること
⑥握力＝左右とも男性35㎏／女性
25㎏以上であること

⑦その他＝採用後は、長岡市内に
居住できること

４ 勤務場所により休日勤務や夜間
勤務がある場合があります。

◆問い合わせ

〒940―8501
長岡市幸町２の１の１
長岡市総務部人事課
39・2201

◆ ◆

◆

◆

◆

◆

③

「
と
っ
て
つ
」
と
し
て

親
し
ま
れ
た
鉄
道

雪
の
残
る
栃
尾
駅
の
ホ
ー
ム

に
入
っ
て
き
た
の
は
「
栃
鉄

と
っ
て
つ

」

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た
越
後
交

通
栃
尾
線
の
列
車
で
す
。
撮
影

時
期
は
昭
和
四
十
八
年
三
月
上

旬
で
す
。

「
栃
鉄
」
は
全
国
で
も
珍
し

い
軽
便

け
い
べ
ん

鉄
道
で
、
レ
ー
ル
の
幅

が
七
六
二
ミ
リ
と
狭
く
（
一
般

的
な
レ
ー
ル
幅
は
一
、
〇
六
七

ミ
リ
）、
マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
な
愛

嬌
の
あ
る
車
体
が
特
徴
で
し
た
。

大
正
四
年
に
浦
瀬
～
栃
尾
間
、

下
長
岡
～
浦
瀬
間
が
開
通
し
、

そ
の
後
数
年
か
け
て
区
間
を
延

長
し
ま
し
た
。
運
行
区
間
は
栃

尾
～
悠
久
山
間
の
約
二
十
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
栃
尾
～
長
岡
間

は
一
日
十
六
往
復
も
運
行
し
、

旅
客
数
も
昭
和
二
十
七
年
に
は

年
間
三
百
万
人
を
超
え
、
通
勤
、

通
学
の
足
と
し
て
、
ま
た
栃
尾

の
主
要
産
業
で
あ
る
繊
維
製
品

の
輸
送
手
段
と
し
て
、
生
活
に

欠
か
せ
な
い
存
在
で
し
た
。
そ

の
後
は
、
道
路
網

の
整
備
や
マ
イ
カ

ー
の
普
及
な
ど
に

よ
り
旅
客
数
や
取

扱
荷
物
量
が
減
少
。

昭
和
五
十
年
、
約

六
十
年
に
渡
り

人
々
の
思
い
を
乗

せ
て
走
り
続
け
て

き
た
「
栃
鉄
」
は

惜
し
ま
れ
つ
つ
、

そ
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

催

し

■
初
心
者
向
け
手
づ
く
り
パ
ン
教
室

日
時
＝
７
月
11
日

・
14
日

・
21

日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

内
容
＝
食
パ
ン
、
チ
ー
ズ
プ
チ
パ
ン
、

ベ
ー
グ
ル
、
ナ
ッ
ツ
た
っ
ぷ
り
リ
ッ

チ
パ
ン
づ
く
り
な
ど

会
費
＝
５
、０

０
０
円
（
３
回
分
、
テ
キ
ス
ト
代
、

各
回
と
も
ス
ー
プ
・
サ
ラ
ダ
・
紅
茶

付
き
）

会
場
＝
長
岡
友
の
家
（
稲

葉
町
）

申
長
岡
友
の
家
・
石
黒
さ

ん

39
・
０
１
５
８

■
長
岡
巾
着
祭
り
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
16
日

午
前
９
時
～
午

後
１
時

会
場
＝
長
岡
中
央
青
果
市

場
駐
車
場（
新
産
１
）

内
容
＝
市
場

名
物
模
擬
セ
リ
（
１
回
目
は
午
前
９

時
か
ら
）、
野
菜
・
果
物
即
売
会
、
瓜

の
仲
間
大
展
示
会
な
ど

問
長
岡
中

央
青
果
㈱
総
務
部

46
・
７
３
１
７

■
環
境
教
育
実
践
指
導
者
研
修
会

日
時
＝
７
月
17
日

午
前
８
時
45
分

か
ら

集
合
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
前
（
会

場
ま
で
送
迎
）

会
場
＝
ド
ン
グ
リ

ハ
ウ
ス
（
関
原
町
１
）

内
容
＝
選

択
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
環
境
教
育

の
実
践
研
修

参
加
料
＝
３
、０
０
０

円
（
家
族
で
参
加
は
４
、０
０
０
円
）

申
７
月
12
日

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

新
潟
県
山
野
草
を
た
ず
ね
る
会
・
小

日
向
さ
ん

23
・
１
３
１
７
へ

■
県
立
歴
史
博
物
館
の
催
し

①
夏
季
企
画
展
「
発
掘
が
語
る
新
潟

の
歴
史
２
０
０
６

新
潟
の
産
業

い
ま
☆
む
か
し
」

期
間
＝
７
月
22
日

～
９
月
10
日


入
場
料
＝
一
般
４
０
０
円
、
大
学
・

高
校
生
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１

０
０
円

②
講
演
会
「
古
代
越
後
・
佐
渡
の
焼

き
物
―
作
る
・
焼
く
・
運
ぶ
」

日
時
＝
７
月
29
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時

◇

◇

問
同
博
物
館

47
・
６
１
３
５

■
ポ
マ
ト
倶
楽
部

じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験

親
子
で
じ
ゃ
が
い
も
の
収
穫
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
収
穫
し
た
じ

ゃ
が
い
も
は
袋
売
り
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日

午
前
９
時
～
正

午
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
ポ
マ
ト

倶
楽
部
ほ
場
（
国
道
８
号
「
高
頭
町

入
口
」
交
差
点
近
く
）

定
員
＝
30

人
（
先
着
）

申
７
月
20
日

ま
で

に
長
岡
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー


38
・
２
５
５
６
へ

■
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

ふ
れ
あ
い
開
放
デ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
23
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時

内
容
＝
魚
類
ク
イ
ズ
、
タ

ッ
チ
プ
ー
ル
、
魚
の
飼
い
方
相
談
な

ど

会
場
・
問
同
試
験
場（
大
川
原
町
）


22
・
２
１
０
１

■
わ
ん
ぱ
く
共
和
国

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

期
日
＝
７
月
28
日

～
30
日

（
２

泊
３
日
）

場
所
＝
西
山
自
然
体
験

交
流
施
設
「
ゆ
う
ぎ
」（
柏
崎
市
西
山

町
）

対
象
＝
小
学
２
年
生
～
中
学

３
年
生

参
加
料
＝
２
０
、０
０
０
円

（
交
通
費
、
資
料
代
、
食
費
、
保
険

料
な
ど
。
事
前
説
明
会
時
に
納
入
）

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

事
前
説
明

会
＝
７
月
23
日


申
７
月
14
日


ま
で
に
長
岡
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
協
会
事
務
局
・
須
藤
さ
ん

０
９

０
・
７
４
２
２
・
４
９
１
５
、
39
・
６

９
６
１
へ

■
立
川
綜
合
病
院

病
院
開
放
の
日

～
院
内
見
学
・
体
験
会
～
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
29
日

午
後
２
時
～
５

時

内
容
＝
リ
ハ
ビ
リ
体
験
（
器
具

使
用
）、
病
気
何
で
も
相
談
、
救
急
救

命
講
習
、
無
料
測
定
な
ど
。
青
少
年

医
学
教
室
「
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
お
話
」

も
開
催

問
立
川
綜
合
病
院

33
・

３
１
１
１
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市民のみなさんや国、県、市の外郭団体
などからの催し案内、会員募集、各種お知
らせを掲載しています。
原稿は掲載希望日の前月１日（土・日・

祝日の場合はその前日）までに〒940―8501
広報課広報編集係へ郵送、持参、FAX39・
2272、Ｅメールinf-prd@city.nagaoka.lg.
jpで提出してください。締め切りは厳守し
てください。なお、９月号は８月１日が
締め切り日となります（必着）。
次に該当するものは原則掲載できません。

①広く市民が参加・募集できないもの
②活動が主に市外で行われているもの
③独自のＰＲ手段を持っているもの（新聞
・テレビ広告など）

④政治・宗教または営利を目的とするもの
また、応募多数の場合、掲載できないこ

とがあります。会員募集は原則として掲載
後１年間再度掲載しません。
問い合わせ＝広報課39・2202

申の記載のないものは、直接会場へどうぞ
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催

し

■
長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー


39
・
１
９
０
３
の
催
し

会
計
の
基
礎
知
識
～
簿
記
入
門
～

期
日
＝
７
月
24
日
～
11
月
13
日
の
毎

週
月
曜
日
（
８
月
７
日
～
９
月
４
日
、

９
月
18
日
、
10
月
９
日
を
除
く
計
10

回
）

会
場
＝
長
岡
大
学

講
師
＝

長
岡
大
学
助
教
授
・
桂
信
太
郎
さ
ん

受
講
料
＝
１
０
、０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
１
、４
０
０
円
は
別
途
）

申
は

が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒

９
４
０
―
０
８
２
８
御
山
町
80
の
８

長
岡
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

39

・
９
５
６
６
、
Ｅ
メ
ー
ルsh

ou
gai@

n
ag

aok
au

n
iv.ac.jp

へ

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
の
催
し

①
公
開
講
座
「
金
融
工
学
入
門
～
工

学
的
視
点
か
ら
み
た
お
金
と
は
～
」

日
時
＝
７
月
22
日

午
後
２
時
～
５

時

会
場
＝
中
央
公
民
館

受
講
料

＝
２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申

７
月
18
日

ま
で
に
所
定
の
申
込
用

紙
で

47
・
９
０
４
０
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ルk

en
k
yo@

jcom
.n
agaok

au
t.

ac.jp

へ

問
同
大
学
産
学
連
携
課


47
・
９
２
７
８

②
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

内
容
＝
研
究
室
見
学
、

模
擬
講
義
、
進
路
・
入
試
・
学
生
生

活
・
履
修
相
談
な
ど

申
同
大
学
入

学
試
験
第
２
係

47
・
９
２
５
８
、

Ｅ
メ
ー
ルn

k
oh

o@
jcom

.n
ag

aok
a

ut.ac.jp

■
長
岡
工
業
高
等
専
門
学
校
の
催
し

（
無
料
）

①
長
岡
高
専
見
学
説
明
会

日
時
＝
７
月
26
日

・
27
日

午
後

１
時
～
３
時
30
分

対
象
＝
中
学
生

と
保
護
者
、
中
学
校
教
員

内
容
＝

概
要
説
明
、
校
内
見
学

※
駐
車
場

が
少
な
い
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

②
こ
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス
「
か
ら
だ
の

中
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
」

日
時
＝
７
月
28
日

午
前
10
時
～
午

後
４
時

定
員
＝
小
学
生
と
保
護
者

20
組
、
中
学
生
20
人
（
先
着
）

③
中
学
生
の
た
め
の
公
開
講
座
「
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ
イ
オ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
体
験
し
よ
う
」

日
時
＝
８
月
７
日

・
８
日

午
前

10
時
～
午
後
４
時

定
員
＝
30
人
（
先

着
）

◇

◇

会
場
＝
い
ず
れ
も
長
岡
工
業
高
等
専

門
学
校

申
①
は
同
校
学
生
課
学
務

第
二
係

34
・
９
４
３
４
、
②
③
は

７
月
14
日

ま
で
に
所
定
の
申
込
用

紙
を
同
校
庶
務
課
企
画
・
情
報
係


34
・
９
３
１
２
、

34
・
９
７
０
０
へ

■
長
岡
大
学
の
催
し
（
無
料
）

①
ミ
ニ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
＝
７
月
15
日

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

内
容
＝
新
学
科
紹
介
、
教
員
・
在
学

生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

②
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
＝
７
月
30
日

午
前
11
時
～
午

後
３
時
30
分

内
容
＝
新
学
部
紹
介
、

模
擬
授
業
体
験
、
学
食
体
験
、
保
護

者
向
け
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◇

◇

問
同
大
学
入
学
室

39
・
１
６
０
０

■
長
岡
造
形
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
29
日

・
30
日

午
前

10
時
か
ら

内
容
＝
デ
ザ
イ
ン
体
験

授
業
、
作
品
展
示
、
入
試
相
談
な
ど

申
同
大
学
入
試
広
報
課

21
・
３
３

３
１

■
南
極
観
測
50
周
年
記
念
講
演
会

（
無
料
）

南
極
観
測
、
雪
氷
、
オ
ー
ロ
ラ
、

ペ
ン
ギ
ン
、
雪
上
車
な
ど
の
話
の
ほ

か
、
南
極
の
氷
を
触
っ
て
み
よ
う
。

日
時
＝
７
月
30
日

午
後
１
時
～
５

時

会
場
＝
中
央
図
書
館
２
階
講
堂

問
南
極
Ｏ
Ｂ
会
新
潟
支
部
・
佐
藤
さ

ん

34
・
９
２
７
７

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

音
声
ア
シ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
31
日

午
後
６
時
30
分

か
ら

会
場
＝
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
）

出
演
＝
ロ
ス
ア
ウ
キ
ス（
ア

ン
デ
ス
の
音
楽
）、
地
元
音
楽
家

☆
絵
灯
ろ
う
作
品
募
集

平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
展

示
す
る
絵
灯
ろ
う
を
募
集
し
ま
す
。

７
月
22
日

か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
の
「
長
岡
空
襲
体
験
画
展
示
会
」

に
も
展
示
し
ま
す
（
テ
ー
マ
と
画
材

は
自
由
。
用
紙
は
用
意
し
ま
す
）。

募
集
数
＝
１
０
０
基

申
７
月
15
日


ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・
渡
辺
さ
ん

・

29
・

１
６
７
３
へ

■
大
書
ラ
イ
ブ
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
５
日

午
前
10
時
か
ら

（
雨
天
時
は
12
日

）

会
場
＝
ホ

ー
プ
商
事
㈱
（
上
条
町
）

内
容
＝

第
１
部
…
揮き

毫ご
う

者
・
柳
沢
魁
秀
さ
ん

に
よ
る
５
ｍ
×
15
ｍ
の
布
に
直
径
30
㎝

の
筆
で
揮
毫
、
第
２
部
…
小
学
生
以

上
の
希
望
者
に
よ
る
揮
毫
（
参
加
者

募
集
中
）

申
ホ
ー
プ
商
事
㈱
・
笠

井
さ
ん

36
・
５
２
９
１

■
市
民
川
柳
大
会

日
時
＝
８
月
６
日

午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

宿
題

（
各
題
２
句
）
＝
「
橋
」「
雲
」「
強

い
」「
宿
題
」「
花
火
」

席
題
＝
当

日
発
表

川
柳
ト
ー
ク
＝
柳
都
主
幹

・
大
野
風
柳
さ
ん
に
よ
る
「
大
野
英

雄
と
大
野
風
柳
」

参
加
料
＝
１
、５

０
０
円

投
句
＝
７
月
31
日

ま
で

に
１
０
０
円
切
手
５
枚
を
添
え
て
、

〒
９
４
０
―
０
０
２
８
蔵
王
１
の
６

の
34
長
陵
川
柳
会
・
福
田
柳
太
郎
さ

ん

36
・
２
４
４
６
へ

■
少
年
少
女
囲
碁
大
会

日
時
＝
８
月
６
日

午
後
０
時
30
分

か
ら

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー

対
象
＝
高
校
生
以
下

参
加
料

＝
５
０
０
円

申
８
月
５
日

ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
、
棋
力
を
記
入
し
て
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
電
話
で
日
本
棋
院
長
岡

支
部
内
長
岡
囲
碁
連
盟
・
小
方
さ
ん


・

35
・
４
３
０
５
へ

■
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
２
０
０
６

福
祉
施
設
で
お
年
寄
り
と
交
流
し

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
車

椅
子
の
扱
い
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

期
日
＝
８
月
７
日

・
８
日

（
１

泊
２
日
）

会
場
＝
わ
ら
び
園
（
浦
）

対
象
＝
中
学
生

定
員
＝
20
人
（
先

着
）

参
加
料
＝
２
、０
０
０
円

申
所
定
の
申
込
書
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
合
会

47
・
２
２
３
３
、

47
・

２
２
３
７
へ

ス
ポ
ー
ツ

■
初
心
者
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室

日
時
＝
７
月
12
日
～
26
日
の
毎
週
水

曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場

＝
厚
生
会
館
第
二
小
ホ
ー
ル

持
ち

物
＝
内
履
き
（
運
動
靴
）

参
加
料

＝
３
０
０
円

申
長
岡
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
研
究
会
・
林
さ
ん

34
・
５
７

０
４

■
月
山
募
集
登
山

期
日
＝
７
月
29
日

・
30
日

（
１

泊
２
日
）

集
合
＝
７
月
29
日

午

後
９
時
30
分
ま
で
に
長
岡
駅
東
口
越

後
交
通
観
光
バ
ス
発
着
場

参
加
料

＝
７
、０
０
０
円
（
交
通
費
、
保
険
料
）

事
前
打
ち
合
わ
せ
＝
７
月
19
日

午

後
７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で

申
７

月
18
日

ま
で
に
長
岡
勤
労
者
山
岳

会
・
池
田
さ
ん

27
・
２
１
５
１
へ

■
長
岡
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

メ
ン
バ
ー
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
募
集

活
動
日
時
＝
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時

～
正
午

場
所
＝
蔵
王
橋
河
川
敷
第

２
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ほ
か

問
高
橋
さ

ん

０
９
０
・
５
５
７
３
・
３
５
５

６■
大
島
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
員
募
集

見
学
自
由
。
申
し
込
み
は
会
場
で
。

活
動
日
時
＝
毎
週
火
・
木
・
土
の
午

後
５
時
30
分
か
ら

会
場
＝
大
島
小

学
校
体
育
館

対
象
＝
小
学
生

持

ち
物
＝
運
動
靴
、
水
筒
な
ど

会
費

＝
前
期
・
後
期
各
４
、０
０
０
円

問

佐
藤
さ
ん

27
・
４
８
１
８

健
康

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

（
無
料
）

日
時
＝
７
月
10
日

、
８
月
21
日


午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容
＝
精

神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般
相
談
（
予

約
制
）

会
場
・
申
県
長
岡
地
域
振

興
局
地
域
保
健
課

33
・
４
９
３
１

31 市政だより 2006.7

■
地
域
保
健
講
座
「
動
脈
硬
化
と
虚

血
性
心
疾
患
～
自
宅
か
ら
始
ま
る

初
期
治
療
～
」（
無
料
）

日
時
＝
７
月
15
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
長
岡
中
央
綜

合
病
院
講
堂

講
師
＝
循
環
器
内
科

医
師
・
中
村
裕
一
さ
ん

申
７
月
13

日

ま
で
に
長
岡
中
央
綜
合
病
院
地

域
保
健
講
座
委
員
会

35
・
７
２
６

４
、

39
・
７
８
６
３
へ

■
母
と
子
の
つ
ど
い
（
離
乳
食
編
）

日
時
＝
７
月
19
日

午
前
10
時
～
正

午

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容

＝
離
乳
食
に
関
す
る
講
義

対
象
＝

１
歳
未
満
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝
親
子

と
も
試
食
用
の
食
器
と
ス
プ
ー
ン

参
加
料
＝
無
料

申
７
月
10
日

か

ら
健
康
課
内
母
子
保
健
推
進
員
協
議

会
事
務
局

32
・
５
０
０
０
へ

■
赤
十
字
家
庭
看
護
法
介
助
員

養
成
講
習
会

日
時
＝
７
月
29
日

・
30
日

、
８

月
５
日

・
６
日

午
前
９
時
～
午

後
４
時

会
場
＝
長
岡
赤
十
字
看
護

専
門
学
校
実
習
室

対
象
＝
15
歳
以

上
で
４
日
間
す
べ
て
受
講
で
き
る
人

定
員
＝
30
人
（
先
着
）

持
ち
物
＝

筆
記
用
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、
活
動

し
や
す
い
服
、
内
履
き

参
加
料
＝

１
、０
０
０
円

申
７
月
21
日

ま
で

に
日
本
赤
十
字
社
新
潟
県
支
部

０

２
５
・
２
３
１
・
３
１
２
１
へ

■
長
岡
療
育
園
発
達
講
座
「
重
症
心

身
障
害
児
者
に
対
す
る
ボ
ト
ッ
ク

ス
療
法
・
Ｉ
Ｐ
Ｖ
療
法
に
つ
い
て
」

（
無
料
）

日
時
＝
８
月
５
日

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
・
シ
ア
タ
ー

講
師
＝
長
岡
療

育
園
園
長
・
小
西
徹
さ
ん
ほ
か

定

員
＝
４
５
０
人
（
先
着
）

申
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
職
業
、
参
加
人

数
、
保
育
預
か
り
（
定
員
20
人
）
利

用
の
有
無
を
記
入
し
て
、
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９

４
０
―
２
１
３
５
深
沢
町
２
２
７
８

の
８
長
岡
療
育
園

46
・
６
６
１
１
、


47
・
１
２
４
３
、
Ｅ
メ
ー
ルn

ry
ou

@
n
ag

aryo.or.jp

へ

■
一
日
介
護
士
体
験
（
無
料
）

介
護
に
必
要
な
技
術
や
、
栄
養
に

関
す
る
知
識
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
８
月
19
日


対
象
＝
高
校

生

定
員
＝
10
人
（
先
着
）

会
場

・
申
７
月
12
日

か
ら
、
ま
ち
だ
園


39
・
３
９
２
７
へ

く
ら
し

■
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」
の

つ
ど
い

日
時
＝
７
月
～
３
月
ま
で
の
毎
月
第

２
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
（
８
月
、
１
月
は
休
み
）

会
場

＝
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
し
な
の
２
階
和

室

対
象
＝
認
知
症
患
者
の
家
族
や

関
心
の
あ
る
人

参
加
料
＝
２
０
０

円

内
容
＝
認
知
症
患
者
の
家
族
の

悩
み
な
ど
を
話
し
合
う

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｂ
Ｅ
ラ
イ
フ
・
井
上
さ
ん

37

・
７
１
０
６

■
子
ど
も
の
き
こ
え
や
こ
と
ば
の

悩
み
相
談
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
22
日

午
前
９
時
～
正

午

会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
３

階
（
水
道
町
３
）

対
象
＝
幼
児
か

ら
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
で
）

申

７
月
14
日

ま
で
に
、
は
が
き
に
子

ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
在
籍
し
て
い

る
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
名
、
保

護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

相
談
希
望
時
間
、
相
談
内
容
を
記
入

し
、
〒
９
４
０
―
０
０
８
７
千
手
２

の
８
の
１
千
手
小
学
校
こ
と
ば
と
き

こ
え
の
教
室
内
長
岡
市
言
語
親
の
会

事
務
局

34
・
６
８
４
１
、

36
・

０
８
４
０
へ

■
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

・
相
談
会
（
無
料
）

パ
ー
ト
で
働
く
際
に
知
っ
て
お
き

た
い
心
構
え
、
保
険
、
税
金
な
ど
の

情
報
を
提
供
し
ま
す
。
ガ
イ
ダ
ン
ス

終
了
後
、
個
別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
14
日

午
後
１
時
30
分

～
４
時

会
場
＝
市
民
セ
ン
タ
ー
３

０
１
会
議
室

申
21
世
紀
職
業
財
団

新
潟
事
務
所

０
２
５
・
２
４
９
・

５
６
６
０

■
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集
（
無
料
）

日
時
＝
８
月
３
日

・
４
日

午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

会
場
＝
市

民
セ
ン
タ
ー
３
０
３
会
議
室

内
容

＝
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
公
共

職
業
訓
練
紹
介
、
適
性
診
断
、
履
歴

書
・
経
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
な
ど

定
員
＝
15
人
（
先
着
）

申
若
者
し
ご
と
館
長
岡
サ
テ
ラ
イ
ト


39
・
３
２
７
１

■
高
卒
者
用
求
人
票
の
提
出

高
卒
者
用
求
人
の
受
け
付
け
を
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

た
高
校
生
が
来
春
の
就
職
に
向
け
て
、

求
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。
求
人
票
を

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

32
・
１
１

８
１

■
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
無
料
）

働
き
続
け
る
上
で
困
っ
て
い
る
こ

と
を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
解
決
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。
弁
護
士
と
労
働

組
合
の
ベ
テ
ラ
ン
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
（
秘
密
厳
守
）。

相
談
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～

５
時
（
電
話
で
の
相
談
も
可
）

問

な
が
お
か
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
（
関

東
町
）

・

37
・
９
１
２
０

■
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業
を

応
援
し
ま
す
（
無
料
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
就
業
相

談
に
応
じ
る
県
の
就
業
・
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
家
庭
状
況
、
就
業

能
力
の
適
性
、
就
業
経
験
な
ど
に
応

じ
て
、
専
門
の
就
業
支
援
員
に
よ
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
＝
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後

４
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
は
事
前
に

要
問
い
合
わ
せ
）

会
場
・
問
㈱
ア

ル
プ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

新
潟
（
四
郎
丸
町
）

０
１
２
０
・

３
５
・
２
４
７
０
※
県
か
ら
の
業
務

委
託
企
業

■
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

平
成
18
年
４
月
1
日
か
ら
労
働
時

間
等
設
定
改
善
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
雇
用
主
と
労
働
者
が
協

議
の
上
で
、
労
働
時
間
、
休
暇
制
度

な
ど
の
設
定
改
善
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
法
律
で
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
岡
労
働
基
準
監
督
署

33
・
８

７
１
１

募

集

■
長
岡
音
楽
指
導
者
の
会
会
員
募
集

一
緒
に
新
長
岡
市
を
音
楽
で
盛
り

上
げ
ま
せ
ん
か
。

対
象
＝
長
岡
地
域
で
音
楽
の
指
導
を

し
て
い
る
人
（
邦
楽
、
洋
楽
な
ど
の

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

会
費

＝
年
２
、０
０
０
円

活
動
内
容
＝
ジ

ュ
ニ
ア
・
リ
リ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
、

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
、
講
座
、
講
習
会

の
主
催
な
ど

問
同
会
・
若
井
さ
ん


44
・
８
６
０
６

■
自
衛
官
等
募
集

防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
、
平
成
19
年

４
月
採
用
の
自
衛
官
な
ど
を
募
集
し

ま
す
。
応
募
資
格
や
試
験
日
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

職
種
と
受
付
期
間
＝
①
航
空
学
生
、

一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士
…
８

月
１
日

～
９
月
８
日

②
看
護
学

生
、
防
衛
大
学
校
生
お
よ
び
防
衛
医

科
大
学
校
生
…
９
月
８
日

～
29
日


③
２
等
陸
海
空
士
…
随
時

問
自

衛
隊
新
潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所

（
学
校
町
２
）

33
・
０
２
５
６

■
新
潟
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会
参

加
者
募
集

期
日
＝
９
月
24
日


会
場
＝
新
潟

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
新
潟
市
鐙
西
１
）

競
技
種
目
＝
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
視

覚
障
害
者
部
門
）、
縫
製
（
知
的
障
害

者
部
門
）、
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
（
知
的
障

害
者
部
門
）

申
７
月
14
日

ま
で

に

新
潟
県
雇
用
開
発
協
会

０
２

５
・
２
４
１
・
３
１
２
３
へ

■
長
岡
造
形
大
学
祭
「C

o
llectio

n
o
f
C
o
lo
rs

」
作
品
募
集

10
月
７
日

・
８
日

の
大
学
祭

で
展
示
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

ジ
ャ
ン
ル
、
テ
ー
マ
、
素
材
は
自
由

で
す
。

申
９
月
20
日

ま
で
に
同
大
学
祭
実

行
委
員
会

29
・
８
９
１
４
へ



７月から８月にかけて、豪華な姿と

独特の強い香りで私たちを楽しませて

くれるヤマユリ。大きなものは直径20㎝

を超え、数あるユリの中でも女王格と

評されます。野山を歩くとその香りか

ら、花を見つけることもあります。

東西を連峰に囲まれた長岡には身近

な存在で、観賞用としての人気も高い

ことから、昭和61年に市推奨の花の一

つに選ばれました。自宅などでも広く

栽培して、その香りで季節を感じても

らいたいとの思いが込められています。

最近は野山で自生するものが少なく

なりましたが、雪国植物園では数多く

観賞できます。

花言葉は「荘厳」。一説によると、ア

ダムとイブが楽園を追われた際に、イ

ブの流した涙がこの花になったと伝え

られています。

1515

ヤマユリ
【長岡市推奨の花】

七
月
上
旬
ま
で
が
見
ご
ろ
の
あ

じ
さ
い
が
静
か
に
咲
き
誇
る
「
あ

じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
を
抜
け
て
い
く

「
う
ま
み
ち
森
林
公
園
」。
園
内
の

高
台
か
ら
は
越
後
連
山
や
信
濃
川

が
一
望
で
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
「
新
潟
県
森

林
浴
の
森
百
選
」
の
一
つ
に
指
定

さ
れ
て
い
る
森
へ
一
歩
踏
み
出
せ

ば
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
夏

に
は
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
昆
虫
の
生

態
観
察
と
、
自
然
と
触
れ
合
う
す

が
す
が
し
さ
や
楽
し
さ
に
満
ち
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

施
設
内
に
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
や
、
ま
る
で

木
の
上
の
か
く
れ

家
感
覚
の
ツ
リ
ー

型
の
バ
ン
ガ
ロ
ー

も
。バ

ー
ベ
キ
ュ
ー

バ
ー
ナ
ー
や
炊
飯

用
具
な
ど
各
種
の

レ
ン
タ
ル
用
品
も
充
実
し
て
い
る

の
で
、
キ
ャ
ン
プ
道
具
の
用
意
が

な
く
て
も
、
手
軽
に
ア
ウ
ト
ド
ア

ラ
イ
フ
を
楽
し
め
ま
す
。
自
然
の

中
へ
み
な
さ
ん
で
、
ぜ
ひ
一
度
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

一
泊
二
日
の
利
用
料
金
は
、
オ

ー
ト
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
一
区
画
五
、

〇
〇
〇
円
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
一
棟
六
、

〇
〇
〇
円
（
そ
れ
ぞ
れ
管
理
料
は

別
途
）
で
す
。
正
午
か
ら
翌
日
の

午
前
十
時
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
期
間
は
十
一
月
二
十
日
ま
で

（
毎
週
火
曜
日
は
休
園
）。

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
与

板
支
所
産
業
課

72
・
３
１
０
０

へ
ど
う
ぞ
。

16㎞の海岸線に、郷本
ごうもと

、金山、中央、野積

の４つの海水浴場を持つ寺泊地域。本格的な

海のシーズンを迎えるこの時期、１年の海の

安全を祈る祈願祭が行われます。

遠浅で波が穏やな寺泊の海は、海水浴客は

もちろん、ジェットスキーやボードセイリン

グなどのマリンスポーツを楽しむたくさんの

人々でにぎわいます。ひと夏に訪れる観光客

は約60万人。寺泊の海で楽しい思い出をつく

ってお帰りいただけるよう、海水浴場や観光

協会の関係者が安全を祈ります。

７月17日「海の日」には、中央海水浴場で、

市制100周年・合併記念事業としてサンドアー

ト（砂像）コンテストを開催。海を持つ都市

となった長岡の新たな魅力を発信します。

青空の広がる水平線に佐渡を望む風景。寺

泊の海は長岡の貴重な宝物です。

1515

1515

▲毎年、大勢の海水浴客でにぎわう寺泊の海。
今年は７月５日に中央海水浴場で安全祈願祭が行わ

れます。

うまみち森林公園 72・2662【与板町与板】

海
の
安
全
祈
願
祭

【
７
月
／
寺
泊
野
積
】
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平成18年７月１日発行

▲屋外での調理もキャンプ
ならではの楽しさ。


